


社団法人 日本建築協会

I日本建築協会8 0年史 1917- 1996J  

増刷頒布申頒価 3 ，0 0 0円

「日本建築協会80年史」

A 4判・ 240頁・並製本

1999年 7 月に発刊した旧本建築協会80年 史 1917- 1996J

は、各方面から好評をいただいておりますが、このたび、皆

様の強いご要望により 、増刷頒布することにいたしました。

大 正 6 年 3 月30日に関西建築協会として誕生した日本建

築協会の80年の歴史を、様々な事業や委員会活動を通じて、

また 、本会設立者の片岡安、武田 五一以 降 現 在 ま で の 会 員

たちの社会活動を通して知ることができる記念誌として、

A4!f.i J .240頁にまとめています。

- 日本建築協会の沿革/ 委員会活動/ 1建築と社会J の変遷/

大正時代から現在までの本会主催の博覧会 ・展覧会・講演会/ よ

ろず相談住宅展/ 青年建築家 ・青年技術者顕彰/ 工高生デザイ

ンコンクール入選者etc.

とくに、協会草創期の大正 ・昭 和 初 期 の 片 岡 安 ら 協 会 の メ

ン バ ー と 当 時 の 大 阪 市 長 関 ーとの交流を物語る一文は、

大 阪の都市計画史、あるいは関西の建築人物誌ともなって

います。本会の歴史を知るだけでなく、建築を通して 、そ れ

ぞ れ の 時 代 の 雰 囲 気 を 身 近 に 感 じ る こ と が で き る 大 変 貴

重な資料となるものです。

・日本建築協会創立者と会を支えた38人のプロフィール (片岡 安・

設楽貞雄・武田五一 ・池田 寅・波江悌夫 ・竹腰健造・尾崎久助 ・

東畑謙三・塚本猛次・福田朝生・佐野正一・葛野社一郎・横漬 勉・

松本属象・宗 兵 蔵・園部文雄・日高 併・野村一郎・古字国 賓・

松室重光 ・松井貴太郎 ・安井武雄・中還誠 郎 ・坂 静雄 ・今林

彦太郎・井上新二・松本儀八 ・池田宮彦 ・銭高輝之・中西六郎・

大林芳郎・鴻池藤一・伊東五郎・竹中錬一 ・鷲尾健三 ・松村雄吉・

検尾義貫・足立 孝)

. 座談会「戦中から戦後初期の協会活動」ー尾亀清四郎 ・大林

芳郎・小西 岬・佐野正一・横尾義賃 ・三品哲夫の6氏による終戦

前後の協会活動の証言一

購入ご希望のかたは、下記要領でお申し込み下さい。

*  *  

申 込 先 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 - 執筆ワーキンググループ

干540- 6591 大阪市中央区大手前 1-7-31

大阪マーチャンダイスー ・マ ー ト ピ ル7階B室

TEL 06- 6946- 6981  F，品( 06- 6946- 6984 

坂本勝比古/ 安達英俊/ 石田潤一郎/ 植松清志/梅宮弘光/

桐浴邦夫/ 酒井一光/ 橋寺知子/ 山形政昭/ 吉田高子/ 和田

康由

頒 価 1部3，000円( 税 ・送料込み)

・80年史編纂委員会

※ 増刷部数には限りがございますので、お早めにお申し

込み下さい。

長毛安部朔郎/ 安達英俊/ 近藤達夫/ 谷淳之介/ 十倉 毅/ 原

見昌志/ 和田康由/ 吉田悦二
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社団法人 目:本建築協会

今年は9月号掲載で、応募締め切りが6月下旬となります!

若き創造者たちへ

「建築と社会」平成2 0年9月号

「第5 5回青年技術者特集号」へのおさそい

日本建築協会誌「建築と社会」は毎年「青年技術渚特集号」

を企画し、すて・lこ54固にわたって若き優秀なプランナー、

アーキテクト、エンジニアをめざす人たちを紹介してきま

した。

今回も、青年技術者選考委員会を設けて、青年技術者を選

考いたしますが、昨今の建築に携わる技術者の多様化を考

慮し、設計だけに隈らず、計画、構造、設備、施工および

その他広< 、建築に関連する分野から、優秀な青年技術者

を募って、その不断の研究努力とすぐれた実績への情熱な

どを、 「建築と社会」に掲載し、顕彰することにしており

ます。

55回の企画にあたり、日常目立たない対象の実績も含めて、

優秀な実績を積まれている青年技術者のみなさまのご応募

をお待ちしております。

応募提出規定

1  . 応募される人は満35歳 (平 成20年 7 月31日現在) 以

下の青年技術者て・あって、本会個人会員に限る。

2. 原則として、本会会員であるすいせん者を通じて応募

する。

すいせん者は被すいせ人者 (青年技術者) の勤務する組織

の上司か上長とする。すいせ八者が学校教官である場合は

この限りでない。また本人力T組織の代表者である場合は自

せんとする。

3. 応募分野は特定しない。応募者は、たとえは百十画、一

般設計、住宅インテリア設計、構造、設備、施工、技術

開発、行政、情報 、コーディネート等々その他の分野にあ

って、なしとげたすぐれた実績について、すいせんをうけ、

下記の所要の資料を 1部、本会に期日までに提出する。

4. 提出された資料は「青年技術者選考委員会J にかけて

選考する。 ( なお、提出資料は特に指示のない限り返却は

いたしません)

5.  r青年技術者選考委員会」において選考された青年技

術者は「第55回青年技術者特集号J (平 成20年 9 月号) に

掲載するとともに、表彰式を行い、記念品を贈呈する。

平成 18年度から、青年技術者の公募は早めています。第55回青

年技術者は、本年6月30日( 月) までに応募できるよう準備をお願

いします。

6. 提出資料

. すいせん用紙

請求は、すいせん依頼先担当部署、または本会事務局ヘ0

・略歴

本人の氏名、生年月日、最終学歴、業歴、作品経歴など

. 選考資料

資料は、 ④ を含めてA 3判用紙5枚以内にまとめる。

① 設計の場合一一鮮明な写真、配置図および主要平面

図、概要、設計要旨、その他設計内容を説明するに十分

な資料

② 計画、構造、設備、施工の場合( それぞれの設計計画

なども含む) 一一上に準じた資料

① 上記以外の分野の場合一一それぞれの分野にふさわ

しい資料

④ 上記①へ③のいずれかの資料の実績において、応募者

本人が関与した砲室、役割、立場等を明らかにし、資料中、

本人が特に貢献した部分、または力量が活かされたと思わ

れる部分の詳細な説明、考え方および将来的展望などにつ

いて、2 αm以内に平易簡明にまとめたもの (必要に応じ、

図ー表を用いて差し支えない)。 ただし応募者本人の執筆

に限る。 このコンセプ卜は、応募者の考え方を知る上で大

変重要と考えているので、十分配慮されたい。

?  . 提出期限 平成20年 6 月30日 ( 月)

8. 提出先 日本建築協会「青年技術者選考委員会」

干540- 6591 大阪市中央区大手前 1-7-31

大阪マーチャンダイス. マート ピル7階

電話 06- 6946- 6981 FAX.  06- 6946- 6984 

Emai l :  ken- sha@aaj .or .jp 

9. 青年技術者選考委員会 (平成20年度)

委員長 設楽 貞樹/ 安井建築設計事務所常務取締役

委 員 木多 道宏/ 大阪大学大学院工学研究科地球総合工学専攻准教授

瀬戸本 淳/ 瀬戸本淳建築研究室代表取締役

松村 孝治/ 葉旭建築事務所取締役常務執行役員開発本部長

長谷川隆一/ 竹中工務庖プロジェクト開発総量本部( 西日本) 本部長

西山 峰広/ 京都大学大朝境工学研究楠1市環境工学専攻准教授

黒木 安男/ 鴻池稲葉京本庖副本庖長

伊藤 昌明/ 日建設計設備設計部門設計長

井村 隆/ 清水建設関西事業本部設計第四部グループ長

字城 英彦/ 大成建設関西支庖建築部品質管理室長

釦吉 敬/ 大林組本庖建築生産技術部長

建築と社会 ・2∞8.4 1  
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平成20年度 第54回工高生デザインコンクール

設計課題インターネットカフェ

課題の趣旨

情 報 化 社 会 を 迎 え た 現 在 の 日 本

で は 、 若 者 か ら 高 齢 者 ま で 、 幅 広

い 層 で パ ソ コ ン に よ る イ ン タ ー ネ

ッ ト の 利 用 が 普 及 し 、 日 常 的 に 世

界 的 エ リ ア で の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

ン が 可 能 と な っ て き て い ま す。

の 場 と し て も 非 常 に 注 目 さ れ て い

ま す。

そ し て 、 営 業 形 態、 客 室 の 形 式

な ど か ら 生 ま れ る さ ま ざ ま な 問 題

を 抱 え て い る 一 方 で 、 新 し い 多 様

な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 場 と し て

イ ン タ ー ネ ッ ト カ フ ェ と は 、 低; 入選賞牌 の 可 能 性 を 秘 め て い ま す。

料 金 で 手 軽 に 電 子 メ ー ル の 確 認 や 、 ウ エ ブ ペ

ー ジ の 閲 覧 を 行 え る 設 備 を 備 え た カ フ ェ で あ

り 、 旅 行 者 や ビ ジ ネ ス マ ン な ど の 情 報 の 収 集

は も と よ り 、 グ ロ ー パ ル コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

設 計 条 件

1  敷 地 ・敷地の大きさ形状とも自由。

2 規 模 : 延べ面積は自由とする( f . Qし、500ni を上限とする) 。

構造 ・|指数は自由とする。

3 . 所 要 室 使用方法を怨定し、必要と 思われるス ペースを適宜設

ける。

所 要 図 面

1 配 置 図 . 縮尺自由。

伺辺の状況、道路との関係、方位など明示する)

2. 平 面 図 : 縮尺1:100

3 立 面 図 縮尺1:100 (2而以上)

4 断 面 図 . 縮尺1:100 ( 1商以上)

5 . 透 視 図 : 設計窓図が最も反映すると乙ろ( アイソメも可) 。者

色仕上げ。模型写共に代えてもよい。

6. 設 計 説 明 設計意図を表すサブタイ トルを必ずつけること 。設

日十lIll i旨(立地、周囲の状況などについての説明を含む)

および建築概要( 敷地而税、建築物の構造 ・|帯数、

各階床面積および延べ床而符O を示す。

7 . そ の 他 ・平而図、断而図には、 官名 ・寸法を記入する。その他、

必要とされる医師 は加 えてもよい。

応 募 条 件

1 用 紙. 製図用紙 A 1判 (594mmx  841mm) 1枚を使用し、そ

の中にすべての要求図而を捌 くこと。

2. 仕 上 げ ・図而は黒色鉛m:仕上げとし、ワープロ、 C G ( 透視図

を含む) や C A D、スク リーン トーンなどによる仕 ヒ

げは禁止する。 ( ただし、色鉛士官による着色は可)

i針 服|は彩色!刊紙 制|い、製図図面にのりづけしても

よい。

透視図や模型写J :r以外のものを貼 りつけることや、図

而のパネル化は行わない乙と 。

3. 応 募 資 格 平成20年 4 月現在、高等学校在籍の生徒で、 個人 ま

たは共同で制作 したものとする。

審 査 員 (50音順 敬 称 略 )

委員長 久 保 清 一/ 大阪芸市町大学大学院芸術研究科教綬

委 員 芦 還 竜 一/ 芦潔i ' ii ー建築設日|τ阿部所代表

伊藤 直幸/ 側大林組本版m経ii引 |部グループ長

江川 直樹 Ｏ 関 西大 学 広 ｩ 境 都市 ｴ 学 部 主ｾ築 学 科教授

遠 藤 秀平/ 建築家 ・神戸大学大学院工学研ヂU科教綬

小笠原絵理/ 11¥1工作合主宰

佐々木栄 Ｏ 附 ｬ 昭和 設計執行役日 都市 五 ｾ 築本部第 ｬ 設訓告 Ｑ Ｑ 長

笹 村 欽 也/ 側東側建築事務所大阪市務所設計部部長

本 課 題 で は 、 こ れ ま で の イ ン タ ー ネ ッ トカ

フ ェ に こ だ わ ら な い 、 新 し い 情 報 コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン ス ペ ー ス の 提 案 を 期 待 し ま す。

4. そ の 他 。用紙や図而 には、 学校名 ・学年・氏名など応募者が

わかるような表示 は行わないこと 。

※ 以上の条-1'1' に)1f; 反 した応、募作品は、失絡とすること

がある。

応 募 方 法

1. 別紙用紙に、学校名 ・所在地 ・学年 ・氏名を記入し、ま封筒に入れi密封

し、図而の惑に貼 りつけること。 ( 記入問紙が足りない場合は複写し

て下さ L、)

2 . 共同制作で応募する者は、 1. の記入用紙に述名のうえ、代表者に丸

印をつけること。

3. 応孫作品は学校を通じてi:!if Wすること。

締 切 期 日

平成20年 9月30日( 火) の消印をもって締め切る。

送 付 先

〒540-6591 大阪市中央区大手前 1丁目 7 番31号

大阪マーチャンダイズ・マー卜ビル ( OMMビル) 7 階

社団法人日本建築協会第54回工高生デザインコンクール係

TEL. 06-6946-6981 FAX.06-6946-6984 

E - mail: j i gyoka@aaj . or. j p UR L :  http・/ / www.aaj .or. j p 

入選作品の数および賞

1. 入選作品は10点とする。

2. 入選作品のうちから最後秀賞 l 点、 {愛秀l . ' t 2点を選び、1 ' t 状およぴ此

ｊ ｾ｜ｉ を ｮ 目 る 。

ＳＮ 他 の入選 作 品には 、 ｊｴ ｾ 犬および Ｑ Ｇｴ ｊ 仰を 贈 る 。

4. 応務者全只に参加賞をn切る。

※ 入選作品の版権は本会に属し 、また入選作品は木会にて保管する 。

入 選 者 発 表

干 存 在の結栄は 、 各 学 校ならびに本人に通知するほか、本 会 の 会 誌 「 主ｾ築と

社会 J 11月号に発表し、入選作品は翌年 1 月号に拘I滅する。

田代 純/ 大|坂て業大学て学部空1/ ¥1デザイン学科教授

寺岡 宏治/ ( 附安:JI' i J ! 築設計事務所設計部部長

長坂 大/ 京都工芸繊斜{大学大学院工芸科学研究科教綬

長 瀬 り か/ RI-I 十日1.ji]jj f，J 1先室

-漬図 徽 Ｏ ＱＮ 鳥 山 弘 ｾ ，没側 ｼ刻凶 支 応対Ａ築設 計 部長

増田 俊哉/ (紛t ' r中工務的大阪本1; 5設訓告11第 4設計河11"1

il 貨市 担当削郎長

渡辺 豪秀/ 附日:il!設計 J引|部門設計室長

このコンクールは、高校生の設，1 "1技能の向上を目的とし、 昭和30年より毎年テー 7 を変えて IJfllll i しています。
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建築主が納得する

住まいづくり

- Q&Aでわかる技術

的ポイント

[ 制 大 阪 府 建 築 士 会 山 岡日本 l

建築家協会のCPD対象(2単位) J  

建築主が(納得する

住まいづくり ー

と世: r ¥¥ ｾｾ＠
キ2

企 画 (紛日本建築協会

著 者 玉 水 新 吾

発行所 側学芸出版社

発行日 2008年3月30自

体 裁 四 六 判 224頁

定 価 本 体1，ω 0円+ 税

兵庫県立考古博物館

見学会

l制 大 同 築 士 会 山 間日本 l

建築家協会のCPD対象 (3単位) J  

. 建築概要

所在地兵庫県加古郡播磨町大中500

建 築 主 兵 庫 県

設 計株式会社昭和設計

監 理兵庫県県土受備部住宅建築局営

鎗課・設備課

株式会社昭和設計

施 工竹中・日東みらいノバッヲ

(建 築) 神鋼輿建建設特別共同企業体

敷地面積 22，086.00rri

建築面積 5，560.27rri 

延床面積 9，778.15rri (建築基準法上)

構造規援 RC造・一部S，SRC造

地上 2階、地下 1階

工 期 2005年10月- 2007年 3月

日本建築協会

ゐ 邑

耳 目

日 時 2008年 5 月28日(水) r住まいづくりj には、多大なエネルギー

18 :  00- 20 :  00 が必要である。お金の工面から、誰に頼

会 場 大 阪 マ チ ャ ン タ イ ス マ ー ト むか、出来上がっても春夏秋冬 1年を過

ビル (OMMビル) 2 階 2 号室 ごさないと、住み心地か哨lらないという

大阪市中央区大手前ト7-31 のが「住まいj て‘ある。一説に「家を建

講 師 玉 水 新 吾 氏 てること 3度目に、ようやく満足する住ま

定 員 40名 いにたどり着くJ と言われる。

受 講 料 会 員2，000円、一般2，500円、 住宅展示場は、広さも、高さも、材料も

学生1，000円 目の当たりにできるし、設備機器だって

テキスト 『建築主が納得する 住まい 全部説明してくれる。建設の手順だって 玉 水 新 吾(たまみずしんご)

づくり』 十分教えてもらえるし、 コス トも比較し 1953年京都市生まれ。名古屋工業大学建築

テキス 卜代 4斜面1，800円* 税込 やすくな っている。 ところが、家族全員

* 当 日ご持参の方は不要。 の満足を得るのは難しい。T V番組の「ビ

申 込 先着順で受講票を送 ります。 フォア一、アフター」で見ら れる竣工時

①催し名「第32回プ口のノ ウ の涙、なみだの感動シーンを見ることは、

ハウ講座j まれである。

②氏名 著者は、主に木造注文戸建住宅を、 30数

③会員・ 一般の別 年建設してこられた、その道の「達人j 。

④職場名or学校名 多くの建築主との葛醸の末、たどり着い

⑤ 受講票郵送先住所、干 たこと、それはひとえに、「納得して、ご

⑥連絡先電話番号 満足いただく住まいづくりJ。どんなとこ

①CPDを申請される方は、 ろで建築主が悩み、施工側が思い違いを

申請先の団体名 したのか、お互いに失敗しないために一 。

申込先 干540- 6591 喜んで入居していただける住まいを創っ

大阪市中央区大手前ト7-31 てこられた専門家です。

OM Mビル7F r建築主が納得する 住まいづくり j が

(掛日本建築協会編集事業課 世にでます。マイホーム計画中の人、住

T E L :  06- 6946-6981  宅建築に携わっている現場の方、営業の

F AX :  06- 6946- 6984  担当者にもお役に立つものと思われます。

E - mail :  j i gyoka@aaj.or.j p  (出版委員会委員長上原正行)

昨年10月 兵庫県立考古博物館( こう

こはく) が誕生 しました。

兵庫県は遺跡の数が日本で一番多く、

考古学の基本 である「遺跡J と「造物」

を最大限に活用 し、だれもが、いつで

も、どこで も博物館の活動に主役とし

て参加 し体験できる、新しいスタ イル

の参加体験型博物館とな っています。

地中から発見される「遺跡J や「遺物」

を保存する空間として、建物は極力地

中化 し高さを抑え屋上を古代の植性を

再現した緑化 を図 っています。 また、

遺跡・ 卜レンチピ ッ トをモチーフとし

た現地の土を使った土壁や床タイルに

よる地中にいざなうアプローチやエン

トランスなど、緑豊かな史跡公園「播

磨大中古代の村J と の 体 化 と 、 環 境

との調和をはか った「環焼融合型博物

館j です。

日 時 平 成20年 5 月24日(土)

14: 00- 17:00 (13:30受付)

講 師 兵 庫 県 立 考 古 博 物 館

広報担当 山下史朗氏

側 昭 和 設 計 都 市 ・建築本部

第 1設計部 1室主査久保岳氏

集 合 現 地 講 堂

定 員 40名

参加費 660円 ( 資料 代500円、 観 覧

料 160円)

申 込 F A X または E- mail で、下記

へお申し込みください。

① 催し名「兵庫県立考古博物

館」

②氏名

学科卒業後、1976年から住宅会社にて、住

宅現場の施工管理品質 ・保証 ・工 程 安

全衛生 ・環境 ・技術研修教育・知的財産な

ど30年住宅技術一筋。

資格 一級建築士 一級建築施工管理妓士 ・

一級土木施工管理技士 ・一級造園施

工管理技士 ・一級管工事施工管理技

土・インテリアプランナー ・インテ

リアコーデ ィネ一世ー・コンクリート

技 士 第 1種衛生管理者建築積算

資格者 ・宅地建物取引主任者等

講師木建作業主任者、足場作業主任者、職

長教育、事業主研修、RST講座-

S MT講座、安全大会、石綿特別教育、

各種技術研修、 1 級建築士学科講習

(施工) 等

特許土台下パ ッキンおよびそれを含む建

物の換気装置、基礎型枠セ パレ タ

ー、換気水切り 、滅振装置、小屋裏

換気構造、隅木取付周鍾付け治具等

著書 「低層住宅施工現場のCISJ (PHP研

究所)、 f現場で学ぷ住まいの雨仕

舞いJ (学芸出版社)

③会員・一般の種別

@ 職場名または学校名

⑤参加証送付先 ( 住所、〒)

⑤連絡先電話番号

⑦CPDを申請さ れ る方は、

申請先の団体名を 明記の上

申込先 制 日本建築協会編集事業課

大阪市中央区大手前1- 7- 31

T E L :  06-6946- 6981  

FAX :  06- 6946- 6984  

E- mail :  ji gyoka @a aj. or.jp 

建築と社会・2∞8.4 3  
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雨漏り事例奄志とに説く

ト弓ヲ ｾｉｌ ｃ［Ｉｾい家づくり
章

章

章

章

章

章

序

4

E

n

L
角

d

a

a

T

F

3

戸
。

第

第

第

第

第

第

南が漏る前に

住宅の雨漏りとは

雨漏りの要因

雨漏りの事例( 屋根~軒先編)

雨漏りの事例( 外壁編)

雨漏りの事例( バルコニー編)

雨漏りさせないために

6学芸出版社 干600-8216 京都市下京区木津屋橋通西洞院東入

te l  075- 343- 0811 f ax  075- 343- 0810  

ht t p : //www.  gakuge ト pub. j pj  E- mai l  i nfo@gakugei - pub. j p  

住宅エクステリアの

ポイン卜

技術者必携!

A5判 . 232頁

定価2 6 2 5 円 (本体2 5 0 0円)

Ｍ園 ｅｅｚｅｅ 審 請置 Ｎｪ 主調圃圃司副ｾ医直面且晒区・・

藤 山 宏 著 ( 企画・日本建築協会〉

Hi roshi FU) 1Y A MA  

/ ーーへ¥

E 盃函直 ー

第1章 エクステリア計画前の予備知識

第2章 エクステリア計画の全体概要

第3章 エクステリア計画に必要な法的知識

第4章 ゾ一二ン グからプラン作成

第5章 門廻りの設計

第6章 階段 ・ア プローチの設計

第7章 塀・外柵 ・擁壁( 土留) の設計

第8]重 力一スペース・ヤードスペースの設計

第9章 エクステ リア計画における効果的な

緑 ( 植栽) の設計施工

成長するエクステリア業界の

技術者に求められる広範な知識 ・考え方を

体系的に整理 した初めての書

6学芸出版社 干60問 6 京都市下京区木津屋橋通西洞院東入

te l  075- 343- 0811  f ax  075- 343- 0810  

ht t p: / /www.  gakugei - pub.  j pj  E- mai l  inf o@gakugei - pub. j p  
第10章 施工

第11章 メンテナンス

4  
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由甲

言li 言十・

竹 中 工 務1吉

方包行圃

竹 中 工 務 庖

ジオタワー西宮北口

大|坂、神戸聞の私鉄沿線に建つ地上26階、総戸数194戸のタワー型集合住宅である 。

駅前ターミナルに続くメインストリー卜沿いの街区は、商業 文化施設 ・住宅等、

官民が一体とな って開発が進められている。

l 階の公関空地や 21溜テラス、さらに l 階と 31階エントランスホールを繋ぐ 3 屑

吹抜けのエントランスロビーは、芸術文化センターを含めた周辺街並みとの一体

感を考慮した。 また、駅への歩行者デッキと直結する 31渚の屋上庭園や23階のゲ

ストルームなど魅力的な施設を配置し、都市に住む快適さを追求している 。

桝造形式は、建物外周部に柱と逆梁を配霞したアウトボール構造を採用すること

でコーナ一部において柱を 1!¥¥くし、海、 111 を望む眺望を 凶方に l確保した。 また、

段下| 穏を免震層としたハイブリッド免震桃造や、戸境壁やコア周り壁を使った述

層耐震壁、高強度コンクリートによるプレキャスト柱・外周大梁などを組み合わ

せ、安心して住まうための高い耐震性能を付与している 。

外観はアースカラーのタイルを基調とし、コーナ一部分はストライプ状にパター

ンを積層することで空に伸びる垂直性を強調した都市のランドマークにふさわし

L 、デザインとした。

( 藤原則行・植月 司/ 竹 中工務脂)

⑥
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所 在 地 一一一兵庫県西宮市高松町3- 3

敷地面積 3，796. 69m 

建築面積 一一一2，348.41m 

延べ面積一一一27，698. 19m

構造規模 一一一円C 造、一部S 造、26F、B1F、P2

工 期 一一一2005年 10月- 2008年 1 月

最 寄 駅 阪 急 神 戸 線 ・西 宮 北 口 駅

混 影 一一一 フォトビュー口・庄野啓
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- はじめに

私たちの研究室は新潟の中心市街地から

車で30分ほどの位置にある新潟大学五十嵐

キャンパスにあります。 日本で一番海に近

い国立大学キャンパスというだけのことは

あり、建物の上階からは、日本海に浮かぶ

佐渡島を臨むととが出来ます。特に夕暮れ

の日本海に沈む夕日は絶景です。

岩佐研究室は建築計画分野に関わる研究

に取り組んでいます。学部としては工学部

建設学科建築学 コース、 大学院としては自

然科学研究科に所属しています。メンバー

構成は、教員 l 名、博士後期課程 l 名、大

学院博士前期課程 9 名 ( うち留学生 l 名)、

学部生 ( 4 年生) 5名です。 ( 2008年 2 月

現在)

また、西村伸也教授、黒野弘靖准教授、

岩佐明彦准教授の教員 3 名と高橋百寿技官

で一つの講座( 意匠 ・計画系) を構成して

おり、 3 研究室を併せると 50名に迫る大所

帯になります。

- 研究活動

岩佐研究室では、都市 ・建築に関して、

人の行為や環境との関わり方に注目して調

査、分析を行っています。典型的な地方都

市である新潟は、中心市街地の衰退、車社

会、過疎化、郊外のスプロールなど、日本

の地方都市が抱える問題がど、った煮のよう

に詰め込まれた場所でもあります。ケース

スタデ、ィのーっとして新潟を調査するだけ

でなく、建築デザインやまちづくりの観点

からこの問題に取り組み、僅かでもデザイ

ンの実践を試みる ととを研究室の活動の中

心としています。

- 岩佐研究室での最近の研究活動

岩佐研究室で取り組んでいる研究のいく

つかを紹介します。

①災害仮設住宅の居住環境調査とその支援

新潟は2004年に5.13水害、中越地震、

2007年には中越沖地震に見舞われ、甚大

な被害を受け、家屋を失った人々のために

5000戸近くもの震災仮設住宅が建造され

ました。仮設住宅は 2 年から 3 年間の暫定

的な仮の住まいですが、震災で物理的 ・心

理的にダメージを受けた居住者が居住環境

を回復し、ステップアップしていく際に重

要なスタ ート ラインとなる居住環境です。

仮設住宅の調査をして分かった乙とは、仮

設住宅のなかには、居住者自らが工夫する

ととで、より住みやすい環境に変化してい

くものがある 一方で、こうしたノウハウが

共有されていないことが分かりました。そ

こで岩佐研究室では、車で持ち運び可能な

仮設テントとカフェの什器を製作し、 「仮

設de仮設カフェ」というオープンカフェを

実施しました。カフェに集まった居住者に

仮設住宅の居住環境や住みとなすための工

夫をインタビューで聞き出し、それをカ ー

ド化し、共有するという作業を行いました。

また、この 「仮設de仮設カフェ」を点在

している中越各地の仮設住宅で実施するこ

とで、偏在している仮設住宅住みこなしの

ノウハウの広い共有化を図りました。

建築計画は、現状の使われ方を調査分析

し、その研究成果をフィードパックしてい

くととが一つの研究の涜れです。 しかし、

そのフィードパ ックヘ至るまでの期間は短

くはありません。震災の現場では、そこに

いる人の生活に資することも求められま

す。 乙とで試みたのは、調査 と並行してそ

の成果のフィードパックを行う、 「情報交

流型調査」というものです。

研究室ではその後も支援と両立した調査

を試み続けています。

写真 1 仮設de仮設カフェ 1

写真 2 仮設de仮設カフェ 2

写真 3 仮設de仮設カフ工

(インタビ、ユ一風景)

②新潟の水辺環境の調査と提案

新潟はかつて街中には縦横に堀書IJ が巡ら

され、 「水の都」 といわれていましたが、

舟運の衰退と水質汚濁、新潟地震がき っか

けとなり、昭和40年頃には明剖はすべて埋

められ、その面影は沿道の将11の並木にとど

めるのみとなっています。 しかし、近年、

新潟の中心部を流れる信波川の河岸が親水

型庭防( やすらぎ堤) として整備されるな

ど、「水の者llJ 復権の機運が高まりつつあ

ります。 しかし、せっかく作られた水| 擦の

親水空間は有効に使われているとは思えな

い状態です。研究室では、この親水空間と

後背都市の関わりについて調査する中で、

河津分水路、関屋分水路の完成による河

写真 4 水上広場仮設実験



川幅の減少とそれによって出来た河岸地の

街割及び使い方が、親水空間ヘ都市のアク

ティビティが表出しにくい都市構造を形成

しているととを明らかにしました。研究室

では、水辺親水空間と後背都市との関係を

作り出すこと、水辺親水空間本体の魅力や

新しい使い方を誘導する仕掛けを作り出す

ことを目標に、デザインプロジェク トを進

めています。

2006年には水上タクシーと連携し、舟

運アクセスを重視したインフォメーション

ボー ドを設置したほか、信協川下祈L域のシ

ンボルである菌代橋( 重要文化財) のよく

見える河岸に台船を活用した水上広場( フ

ローテイングプラッ トフォーム) を設置す

る社会実験を行いました。2007年は引き

続き、水上タクシーと連携し、水上タクシ

ーの乗り場を兼ねたロングカウンターを川

沿いに設置し、水辺の視点場づくりを試み

ました。また、河岸斜面に自由に持ち運び

できる 耐候型のクッションを設置し、自由

に利用してもらう中で、水辺空間で、の居方

バリ エーションを調査分析しました。

写真 5 水上広場設置作業

写真 6 水辺の視点場設置実験

③ 自動車依存型社会における公共空間のあ

りかた

新潟は典型的な自動車依存型都市で、 交

通量全国 l 、2位のインターチェンジは新潟

市内にあります。郊外から中心市街地まで

自動車交通の利便が最優先された形態が選

択されやすく、特に寒冷地である新潟では、

いかに外気を避けて庖舗や家屋に接続する

かという観点から j苫命I i や家屋がデザインさ

れており、車と住居がシームレス( 境目が

緩やかにつながる) 独特な空間構成が生ま

れています。また、移動に用いられる車も、

一人一台の個人所有が進む中で、まるで自

分の居室の様な使い方をしている例が見ら

れます。 このように車との接続がシームレ

スな応舗と住居を、半ば居室化 した車が結

びつけることで、私的領域が混在した特異

な公共圏が形成されています。研究室では

これを 「イン ドア郊外」 と命名し、この特

殊な公共圏の実態について調査を進めてい

ます。
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- 研究室での生活

研究室の活動は毎週 l 回のゼミのほか、

研究やプロジェク トの進捗に応じて、適宜

打合せながら進めます。院生室、教員室は

同じフロアーにあり、お互いのやっている

ことが何となく共有できているような状態

で様々なプ ロジェク トや研究が進んでい

き、要所要所はメンバー総出で一つのフ。ロ

ジ、ェク トや調査に取り組みます。フィ ール

ドワークも含め、できるだけ現地に赴くこ

とが奨励されており、大学に能もるのを防

ぐために月に一度学外でゼミをおとない、

実際のフィ ールド、を巡っていた時期もあり

ました。

研究室の最大のレクリエーションは夏休

みの和歌山合宿です。和歌山の漁村の一軒

家を借り切り、釣りや海水浴にいそしみま

す。新潟から和歌山までの道中に建築行脚

をする人も多く、四固まで足を延ばす人も

います。旅費を浮かすために青春 18切符 一

枚で新潟からやってきた強者もいます。

フィールド調査やプロジェク ト、和歌山

合宿などを通して、秋が深まる頃には、メ

ンバー全員が真っ黒に日焼けしています。

岩佐研は肌の色で分かると 言われる所以で

す。

写真 7 、8 夏合宿でのーコマ

- 最後に

「新潟」というと、多くの人は豪雪地を

連想されるようですが、新潟市内、特に海

沿いのエリアは、 雪がちらつくことがあっ

ても、 真っ 白な銀世界になるととは滅多に

ありません。ただ し、 l 年に 1 度ぐらいは、

ドカッと 雪が降り、電車も車も全く機能し

なくなるような日もあります。 こういう日

はH寺聞に遅れたりしてもカッカしたりせ

ず、府揚にのんびり過ごすのが正しい新潟

ライフです。

都市的な側面も持ちながら豊かな自然も

多く残った新潟の地で、乙の場所ならでは

の研究を進めていきたいと考えています。

( 文責 : 加賀谷直洋)
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自然な感じ

棚瀬純孝
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OI GNI TY A OY  A MAという 、 ちいさなラウンジスペ スの内装

設計です。個人の尊厳Oi gnity を重んじたスローな葬儀を提案

する新しい葬儀会社の情報発信の拠点、であり 、葬祭の事前プラ

ンニンクなどをヰ目談するスペースです。http: // www. di gni t y

CO. J P 

このような新しい業態の内装設計に対し 、私が最終的に提案し

たのは、不定形だった平面と断面をシンプルな形に整えること。

フローリングの床は前庖舗のものを削 って再利用すること 。 そ

こに、同じ色に再塗装した、いくつかのアンティークの家具を

入れるということでした。 フロントガラスのグラフィ ックは

ジョナサン ・バーンブル ックによる OI GNI TYの f OJ のみを使 っ

たカリグラフィパタ ン。人々の視線を一旦寄せ集め、す っと

奥の空間へと意識を誘います。

単にシンプルというのではなく自然な感じ 。 そして何か過去と

のつながりがある 。けれども、だからこそちょっ と落ち着いて、

ふっと新しいこ とが考えられるというような空気をつくりたい

と思いました。

底舗グラフィ・ノ7 ・B A R NB R OOK DE S I GN 

棚瀬純孝

1970 三重県生まれ

1995 京都工芸繊維大学大学院修了

妹島和世建築設計事務所

2003- S ANA A事務所取締役就任

棚瀬純孝建築設計事務所設立

現 在 法 政 大 学 兼 任 講 師

yt ao@mbp. ni f t y. com 

企画編集加嶋章博(作品作風小委員会)



特集

まちづくり2011年宣言

2011 年一今から 3 年後という比較的予測しやすい未来には、われわれの社会を

取り巻く様々な分野で大きな変化や解決すべき課題が待っています。

昨年12月に環境省より発表された「平成20年度重点施策」では、京都議定書の

第一約束期聞が始まるなど2008年度が人類にとって大きな節目の年となるとし、

「低炭素社会J I自然共生社会j 及び「循環型社会」の構築に向けた統合的な取り

組みを強力に展開することを謡っています。経済においては、 2011年を政府目

標とした国 ・地方の基礎的財政収支( プライマリ バラ ンス) の黒字化 という大

きな課題があり、社会保障費や地方に配分する補助金などの歳出削減や増税によ

る歳入増加が図られると考えられる一方、総人口の減少傾向とあわせて減少化に

ある労働力人口 ※の低下を抑えるため、高齢者の雇用確保措置や女性に対する生

活の両立支援などの各種雇用施策が必須であると、厚生労働省 ・雇用政策研究会

から見解が発表されています。

これら「環境J I経済J I人口 j に関する問題や課題は、それぞれが大きなテーマ

であるだけでなく、相互に作用しあって複雑化します。個々の生活だけではなく、

企業や地方自治体や、まちづくりの各種活動にも大きな影響を及ぼし、われわれ

の今までのやり方からの脱却 ・転換を迫ら れることも少なくないでしょう。

では、われわれは、具体的にこの状況をどう捉え、思考し、行動していくべきな

のでしょうか。今後 3 年聞を見据えたわれわれの行動指針の提言たるべく 、本特

集を企画いたしました。

※ 15歳以上の者で、就業者及び就業したいと希望する完全失業者の総数

計画系分科会幹事. 三宅次郎

[序章]

低炭素社会とまちづくり ・島田幸司

[各論]

暮ら し方の転換を捉える

低炭素社会のライ フデザイ ン一「減築生活J のすすめ- ・土堤内昭雄

高齢者の社会進出と都市環境デザイ ン・田中直人

都市開発の転換を捉える

人口減少とまちづくり ・小長谷一之

3 年後のまちへの提言・山根秀宣

これからの地方再生

新規参入の余地と地域再生・中沢孝夫

農山j魚村の再生に向けて・大石卓史

[終章]

2011 年からの大阪・橋爪紳也

本特集企画担当編集委只

飯田 匡/ 鈴木克彦/ IIlrl' t白ー人/ 辻 武之/ 脳会原光隙/ 紅谷昇平/ 松田奈紡子/ 三宅次郎/ 守31 辰/ 宵村:!IH 自



- 気候安定化に必要な地球規模の排出経路- 京都議定書実施と長期をみた国際議論

2008年、いよいよ京都議定告の第一約束期 (GHG) 安定化協大気中の温室効果ガス

度と全球的平均気温の上昇の関係およびその

。
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聞がスター卜した。 また、本特集が注目した

2011年には第一約束期間の最終局面を迎 えて

しかし日本の足元をみると、 2006年度
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の温室効果ガスの排出品( 速報値) は1990年

比で6. 4%増加 しており、削減目標の- 6%との

隔たりは約12%とな っている 。 目標達成に向

杯の国内努力が必要なことは論を待けた精

このままではロ シアや途上国からたないが、

相当量の排出枠を獲得せざるをえず、官民を
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図 1 大気中混室効果ガス安定化濃度と

気温上昇 ・排出経路の関係

欧川 諸国が目標とした産業革命以降の気温

上昇幅 2

0

C を達成しようとすれば、温室効果
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一方、京都議定告は地球レベルの気候安定

化 に向けた国際約束の画期的な第一歩ではあ

るものの、長期的に必要とされている 削減量

と比べれば、その歩みはわずかなものに過ぎ

分けて二つの道筋を模索している 。ひとつは、

先進国が京都議定書と閉じ トラックでさらな

る削減を目指す方向( 深掘り) であり、

ひとつは中国、インドをはじめとする途上国

も徐々に削減のトラ ックに釆せようとする方

ない。

そのような認識のもと、国際社会 は大きく

もう

園

低炭素社会と

まちづくり

向( 横出し) である。

ガスの大気中世度を475ppmで、安定化 させる昨年 6 月のハイリゲン ダム ・サミ ッ トで島田幸司

) 。 その際の地球全体の(図 l必要があるは、主要先進国の首脳は2050年までに世界

排出品は2050年に 6Gt-C/ 年にまで減らす

必要があり、これは1990年レベル (12Gt-C/

年) の半分であることから( 図 l 下) 、 2050

年までーに渦室効果ガス排出量半減という目標

全体で満室効果ガス排出訟を半減するとの目

棋に合意した。そして今年 7 月の洞爺湖サミ

ッ トで、はその具体的道筋を議論することにな

っている。

が形成されてきた。このように2050年までとい った長期では

ちなみにこの排出経路に乗るためには、増潟室効果ガス排出虫半減社会 ( 低炭素社会)

加の一途を辿る世界の渦室効果ガス排出品ーを

2010-2020年には減少に転じさせることが

求められ、 一刻の猶予もないことになる。

的にも政治的にも大きな呉

論はない状況になりつつある。 しかし、短中

期 となると、思い切 った政策転換に蹴賭して

の必要性は、科

- 諸外国での低炭素社会に向けた長期目標

いるのも事実である。パックキャスティング

という思考実験は、このような現実の優柔不

断さに棋を打ち込めるのではという期待も背 駄州、|においては近年、国レ ベルでの低炭素

社会に向けた長期目標が設定されてきた。発負いつつ注目を集めてきた。

展途上国の排出誌は2050年まで増加せざるそこで本稿では、低炭索社会の背景にある

をえないことを考応、すると、先進国には半減

以 t の削減が求めら れる ことは必至であるた

め、 2050年までに英国は60%削減、 フランレベルでのパックキャステイング研究の成果

1961 年生まれ。大学では環境工学を勉

強 して. 1986年に環境省入省。17年間，

本省のほか自治体z 海外にも出向し環境

政策に従事 。 ＱＹＹＶｾＹＸ 年は京都議定

や圏内制度化を巡る利害関係者との交渉

も経験。温暖化対策モデルの開発に取り

組み. 2003年より現職。

科学的な綬拠とこれにH乎応した国内外の動向

を レ ビ ‘ ューしたうえで、 ｾ ￭ ｫ 者が 携わ った 地 域

ドイツは80%削減を国家目

(t 、ずれも 1990年比) 。英国

スは75%削減、

標として掲げた

を題材に、どのような転換がまちづくりの観

点から求められるのかを考察したい。

建築 と社会 ・2∞8.412 



ではこの目楳達成に向けた法制度の準備も進

んでいる 。

また、 表 1 に示すように都市や地域のレベ

ルでも同様の目標設定や政策形成が進みつつ

ある。国レベルでは、京都議定蓄を自IH脱して

L ミる米国のいくつかの州、|においてもチャレン

ジングな目標を掲げた ことは注目に値する 。

表 1 都 市 ・地域レベルでの長期目標

都市/ 地域[ 匡1] 発表年 排出目標 ( 基準年)

大ロンドン 2004年 化石燃料由来C 02排出iii

[ UK ]  2010年 : - 20% (1990)  

2050年 : - 60 %  (2000)  

カリフォj レニア外| 2006年 G HG排出iiI

[US A]  2010王下 :  0 % (2000)  

2020年 : 0 % (1990)  

2050if' - :  - 80 %  (1990)  

コネチカ ッ ト外| 2005年 GHG排出誌

[ USA]  2010年・ 0 % (1990)  

2020年; ー10 %(1990)  

長 期 : ー75%(現状)

オレゴン外| 2004年 GHG排出量

[ USA]  2010年 : 0 % (1990)  

2020年 : - 10 % (1990)  

2050年: ー75%(1990)  

ストックホルム市 2002年 GHG排 出iII

[ スウェーデン] 2030年; ー20%(1990)  

2050年 : - 60- 80% 

(1990)  

ミュンへン市 2004年 GHG排出玉I

[ ドイツ] 2010年; ー20%(1987)  

2030年: ー50%(1987)  

ベルリン1 ' 11 2004年 C 02排"- Uiil

[ ドイツ] 2010年 : - 25%  (1990)  

2020年 : - 40% (1990) 

2030年: ー50%(1990)  

- 日本での低炭素社会に向けた動向

年に日本が低炭素社会となっている

ために必要な対策群を定量的に提示

した。また、低炭素社会づ、くりの先

陣をきっている英国政府 ・研究機関

との交流も進んでいるが、政府レベ

ルでは 日本の長期目標設定の動きは

本格化していない。

一方、都市・地域レベルでは、

2007年度に滋賀県や大阪府豊中市

で長期的な温室効果ガス排出の削減

90. 0 

80. 0 

70. 0 

渓 60. 0

自50. 0

3司 40. 0

僻

蔚 30. 0

佃 20. 0

10. 0 

0. 0 

o  2000 4000 6000 8000 10000 12000 14000 

可住地人口密度( 人/km')

図4 日本の可住地人口密度と 自動車分担率の関係

( 238市町村区の2000年データ)

計画・構想、が策定されたほか、東京都や京都

市においても同様の検討が進んでいる 。

筆者 2) は、滋賀県での2030年排出量半減

シナリオ( 以下 「滋賀シナ リオj という) の

策定に携わったところであるが、その結果を

端的に示したのが図 2 である。電源、精成の低

炭素化や自動車燃費の向上など国全体での対

策の削減寄与が多い一方で、環境園町留、行動や

交通構造改革とい った地域レベルでの取り組

みに依存する部分も相当ある。

- 都市・交通部門の構造改革の必要性

ここで、交通構造改革に着目しながら都市 ・

交通部門に対する政策的含意を述べてみたい。

滋賀シナ リオを現実のものとしていくため

には、 図 3 に示すように自動車の旅客輸送需

要を成り行きケース (BaU) から 44%削減す

る必要がある 。そのためには鉄道や自転車と

• • 

す乙とが求められる 。

さらにこのようなシナリオのもつ人口密度

論的の意味合いをみるために描いたのが図 4

であり、多くの先行研究が指摘してきたよう

に可住地人口密度と自動車分担率は負の相関

関係にあることは間違いない。滋賀シナ リオ

からの要求である自動車分担率の減少を実現

するためには、可住地人口密度を現状の1000

ｾＲ ＰＰＰ 人 ｉｫｮｩ 程度か ら ＴＰＰ Ｐ ｾＵＰＰＰ 人Ｏ 凶程度

に増やす政策と並行して公共交通や歩道 ・自

転車道整備を進める必要があろう 。もちろん、

図 4 は全国238の市町村区の実績から描いた

ものであり、 ミクロな分析には地域特性を精

査しなければならないのは当然で、あるもの

の、都市機能の集約と当該拠点への集住の要

求は滋賀シナリオの重要な政策的合意である

と考えている 。

このような諸外国での意欲的な目標設定と いった移動手段への大胆な変更が求められる。 ・2011年を真の転換期とするために

戦略策定が進むなか、日本では2004年度よ 具体的には、自動車のトリップ分担率を66 2030年までの20数年間でこのようなシナ

り国立環境研究所が中心となって研究フ。ロジ %から 46%に減らす一方で、公共交通機関に リオは実現可能であろうか? 本気で、目指す

エク 卜を進めており、 2007年 2 月には2050 よるトリップ分担率を25%から 37%に伸ば とすれば、どのような政策・事業をいつ頃か
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滋賀シナリオ ' . 森林阪収 477kt - CO，eq

での排出量半減 。口交通構造変革 459kt - CO，eq

の内訳 i 口環境配慮行動 880kt-CO，eq

図再生可能エネルギー 615kt - CO，eq 
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図 3

滋賀の旅客輸送需要に求められる変化

(交通機関別)

口自転車

ロ徒歩

ロ二輪車

四自動車

ロパス

・鉄道

らうっていかねばならないのか? このよう

な議論が全国の都市・地域で始まることを期

待してやまない。そして本誌編集委員会が注

目した2011年は、そのような識論と実践を

通じて真の転換期となるであろう 。

1 )  Hij i oka Y ， Masui  T ， Takahashi  K ， Mat suoka Y ， 

Harasawa H  2006.  Devel opment  of a  support  

tool  for greenhouse gas emi ssi on  control  pol i cy 

to help mi ti gate the i mpact of gl obal  warmi ng. 

Envi r onment al  Economics ancl P ol icy St udies 

7:  331-345.  

2)  Shi mada K ， Tanaka Y ， Gomi  K ， Mat suoka Y  

2007， Devel opi ng a  long- t er m local  soci et y 

desi gn met hodol ogy t owar ds a  l ow car bon  

economy: An appli cati on to Shi ga Pref ect ure in 

J apan.  Ener gy Policy 35:  4678- 4703 

( しまだ こうじ 立命館大学経済学部教授)
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暮らし方の転換を捉える

低炭素社会の

ライフデザイン

- r減築生活J のすすめ-

土堤内昭雄

1977年、京都大学工学部卒、附竹中工

務庖勤務、マサチユーセッツ工科大学留

学を経て、 1988年、二ッセイ基礎研究

所入社。「少子高齢化とまちづくり J 等

について調査 ・研究を行う。

著瞥に rr 人口減少 j で読み解く時代』

( 2006年/ ぎょうせい) などがある。

14  建築と社会 ・2∞8.4

• i減築j という住宅リフォーム

平成15 (2003) 年の総務省「住宅 ・土地

統計調査j によると 、持ち家の地改築は平成

11年から 15年の 4年 9 カ月の聞に約340万戸

あり、持ち家全体2，867万戸の11.9%に相当

する。単純に年平均にすると、毎年70万戸ほ

どの持ち家が増改築されていることになる。

日本の新設住宅着工戸数が年間約120万戸前

後であることから、新築に対して増改築の住

宅戸数もかなりの数に上ることがわかる。

増改築の場所は、「トイレJ が全体の54.3

%と最も多く、次いで「居住室J 47.9%、「浴

室J 44.9%となっている 。家計主の年齢別で

は60歳代以上の増改築が多く、場所別にクロ

スしてみると、 55歳以上のすべての世代で

「浴室」が、 65歳以上で 「トイレ j が最も多

くなっている。また、. l . ¥rl改築した結果、居住

ｾが広くなった住宅の 剖合は ＱＹＮＹＥ と前回調

( 平成10年) の28. 7%より大幅に少なくな

って いる。

このように近年の地改築の特徴は、 トイレ

や浴室などの水周りの改築が中心で、居住室

の拡大する増築が減っていることといえる 。

. 高齢期の住宅ミスマ ッチの解消

日本の住宅総数は世帯数とともに増加 して

おり、今後も総人口は減少するものの、住宅

総数は増加すると思われる。2003年の住宅

総数は5，389万戸だが、その中には空き家( 別

荘などの二次的住宅、賃貸用の住宅、完却用

の住宅等) 659万戸が含まれている 。空き家

率は12. 2%で、その10年前に比べる と212万

戸 (47.3%) 増加しており、今後も 空き家数

は増え続けるとみられる。

空き家が唱IJJnする背景には、事官王の住宅ス

トックと世帯梢造の聞のミスマッチが考えら

れる。最初の住宅取得は家族が成長 ・拡大す

るl時期が多く、やがて子どもの独立などによ

り家族が縮小しでもそのまま住み続ける人も

多い。60- 70年代の高度経済成長期につく

られた大都市図近郊のニュータウンなどで

は、子どもが世帯分離し、高齢夫婦だけが住

む 一 戸主ｾて住宅が多くみら れる 。

平成15年の総務省「住宅 ・土地統計調査j

では、「高齢単身J1立帯および「高齢夫婦のみ」

世;貯の住宅室数は平均で4.36室と 5.47室で、

高由緒I : t t ;:l }はかなり部屋数の多L 、住宅に住ん

でいることがわかる 。このようなミスマッチ

図表 1 増改築戸数と増改築場所別比率の推移

万戸

400 

を解消するには、既存の住宅ストックを活用

%  して部屋数を減らす「減築j が有効と思われ

80 る

50 

0  

8 8年 93年 9 8年 03年

= コ 居 住 室 拡 大 E 二コ I曽改築戸数 一ー一 居住室

- <J . 一台所 一世ー トイレ - 0 - ー浴室

7 0  ・高齢期の家計補填

60 

50 

2006年の世帯人員別の世帯消費支出をみ

40 ると、単身 |立椛は163，699円、 5 人世椛は

3 0  344，326円とな っている。一人当たりの消到・

20 支出を比べると、単身世帯の場合は 5 人世帯

10 の一人当たり 68，865円の2.38倍になってい

。

る。 これは世帯に共通した住居貰・や光熱1'i:・な

ど固定賀市i分が31<1 ' まされるために世帯j;lU具の

スケールメリッ卜が働くからである。

(itl 持グラフの網附け部分は、 J，rl ( t 宅が拡大した1 ¥"1改

築戸数

このようじ|凶作人員kt模と 一人当たりの消

費支出には負の相|刻関係がある 。今後も 出，!i?

の縮小が続き、特に一人暮らしや夫婦のみ |立

持グラフは左回路、折れｾＯＮￍＡグ ラ フは右目ｾｾ

資料) 総務省 「住宅 tJ l!! k，先; 1I 淵脊J (平成15年)

より作成

械といった小規模世帯が多い高齢者間格で

・「減築J の効用 は、家言|効率の低下が起こり、生活水準を維

最近、「減築」という 言禁が少しずつ聞か 持・向上させるためには新たな所得の確保が

れるようになってきた。「減築J の決まった 必要となる 。

定義はないが、ここでは「床而顧の減少H 部 高齢者 世帯のフロー所得は全世裕平均に比

屋数の減少J r階数の減少」など、住宅が コ べて低いものの、 貯蓄は多く、負債が少ない。

ンパク卜 化することと考える。 特に、高由緒の持ち家比率は非常に高 く、か



つ住宅ローンの残債は少ない。また、相続す

る子どもも少なくなり、住宅という不動産資

産を自ら有効活用することが可能だ。そごで

過剰な部屋数の住宅を「減築」し、余剰ス ペ

ースを活用して効率の低下する家言|ーを補填す

ることは有効であろう 。

. 高齢期の加齢対応住宅の整備

寿命が{I' t，びたことにより要介護高齢者が増

加 し、特別養諮老人ホームや老人保健施設、

有料老人ホームや介諮付き住宅など、さまざ

まな高的悼f施設が整備されるようになった。

しかし、 一方では元気な高齢者も増加し、信

期には介護が必要になるとしても、それまで

かなり長い高齢期を過ごすことになるのであ

る。これらの多くの元気な高齢者にとっては、

加齢に伴う高齢期の身{ 本機能を考慮、した加齢

対応住宅が必要だ。

これまでの郊外庭付き 一戸建て住宅に代わ

り、新たな終の住処 として介説付き住宅など

の高齢者住宅が登場したが、そこに至るまで

の長い高齢期を過ごす住宅メニューが住宅す

ごろくの空白地帯となっている。平成15年の

総務省「住宅 - 土地統計調査J では、 65歳以

上の世帯員がいる住宅1，379万戸のうち高齢

者のための工事をした住宅は211万戸 (15.3

%) にとどまっており、今後は高齢期j を安心

して暮らすためにも「減築j による世帯構成

や身体機能に適した加齢対応住宅の整備が必

要だ。これから伸びる寿命にあわせて一用組

極的に高齢期の世帯桝造に合致し、身体機能

にふさわしいコンパク卜な住宅を求めるべき

であろう 。

- 増える「家庭部門J の温室効果ガス

今年 7 月の北海道洞爺湖サ ミッ トでは地球

温暖化が中心議題になるといわれていること

もあり、最近、地球温暖化に関する報道が増

えている。昨年12月には、 地球渦暖化防止を

話し合う国連気候変動枠組み条約締約国会議

( COP13) がインドネシアのノ T リ島で開催さ

れた。C OP13で、は温室効果ガスの削減数値

目標が盛り込まれなかったものの、アメリカ

や中国、インドなど、大量の混室効果ガス排出

国を含めたすべての締約国が参加する枠組み

がfl'(f 認された。今後、 2009年末を交渉期限

として数値目標や途上国への技術移転などが

検討され、「ポスト京都議定書j が決まるこ

とになる 。

日本では2005年 2 月に発効した京都議定書

に基づく渦室効果ガス 削減の第一約束期間が

今年 4 月に始まり、 1990年度の排出量を基

準として 6 %の削減目標を達成しなければな

らない。 しかし、実際の渦室効果ガスの排出

量は1990年度の12.6億 トンから 2005年度は

13.6億トンと 7.8%増加 している 。部門別に

みると産業部門は5.5%減少しているが、家

庭部門は36. 5%増加しており、全体の12. 8%

を占めている 。

図表 2 部門別混室効果ガス排出量の推移
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. 住宅エネルギー効率の改善

口その他

ロエネルギー

転 j車

- 家 庭

図業務その他

臼 運 輔

ロ産業

家庭部門のエネルギー消費が増加している

背景には、われわれの生活の利便' 性や快適性

を求めるライフスタイルの変化があることは

確かだが、それ以外に、少子高齢化による世

帯の縮ノトという家族形態の変化が深くかかわ

っている。

世械が縮小すると住宅エネルギー効率が低

下する 。平成18年の総務省「家計調査年報J

の世帯人員別 i )=1間光熱 ・水道官」をみると、

l 人世帯が10，267円、 5人世帯が28，064円で、

一人当たりに換算すると l 人世帯は 5 人世帯

のほぼ 2倍の支出をしている。

今後、 日本の人口が減少しても、世帯が縮

小することにより 世帯数は; 犠1加 し、 家庭部門

のエネルギー消費は増加する可能性が高い。

政府は住宅の省エネ性能の向上や省エネ機器

の買い替え促進、高効率H自明の普及などを進

めている 。 しかし、日本の住宅総数4，686万

一 (2003年) のうち省エネ設備のある住宅は、

太陽熱利用の渦水器がある住宅が309万戸

(6. 6%) 、太陽光利用の発電機がある住宅が

28万戸 (0. 6%) 、二重サッシや複層ガラスの

ある住宅が460万戸 (9.8%) と、決して広く

普及している状況にはない。

したがって既存の住宅ストックを省エネ構

造に改修し、世帯規模に見合ったコンパクト

な住宅に「減築」することにより、低下する

住宅のエネルギー効率の改善を図ることが重

要である 。

- 低炭素社会の「減築生活j

京都議定書に続く「ポス ト京都議定書」 で

は、温室効果ガスの一層の削減目棋が示され

ることは必至である 。これから大きな謀題と

なる家庭部門の温室効果ガスを削減するため

には、われわれのライフスタイルの見直しが

不可欠であり、新たな低炭素社会を生きるた

めのライフスタイルが必要となっている 。

C Ozの削減は日常の生活習' 慣を見直すこと

から始まる 。冷暖房の温度調節や水道 ・電

気 ・|きl動車の使い方、買い物や商品の選び、方

などライフスタイルを見直す icoz夕、イエッ

卜j が必要だ。最近では、商品の購入時に一

部コス トを負担して排出権を取得するカーボ

ンオフセッ トへの関心も高まっており、カー

ボンオフセット付きの雑誌定期購読プログラ

ムや海外旅行商品も販売されている。

乙れまでみてきたように、「減築」の背景

には急速に進む高齢化の影響がある 。高齢化

による世帯の縮小は、既存住宅ス トックのミ

スマッチや家計効率、住宅エネルギー効率の

低下をもたらすが、これら課題を解決するた

めに「減築」はひとつの有効な手段と考えら

れる 。

しかも 、「減築」は単なる住宅リフォーム

のー形態ではなく、「減築j した住宅に住み

替えるライフスタ イルの変更を含むものであ

る。それは低炭素社会の暮らしを考える大き

なヒントとなる 。「減築j がもたら す新たな

ライフスタイルとしての「減築生活」は、住

宅リフォームを超えた低炭素社会に向けた社

会 リフォームなのである。

( 閃 ち あ き お l  

株 式会社ニッセイ基礎研究所主任研究員 l
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園

暮らし方の転換を捉える

2  

高齢者の社会進出と

都市環境デザイン

田中直人

東京大学大学院修了。工学博士。

各地でまち づく りやユニバーサルデザイ

ンのプロジェク トに参画、 施設の設計や

環境デザインに携わる。著書に f五感を

刺激する環境デザイ ンH福祉のまちづ く

りキーワード事典』など。作品には、国

際障害者交流セ ンタ一、奄美海洋展示館

など。

16  建第 と社会 ・2∞8. 4

未来の希望にあふれるイメージで待望され

た21世紀は決して輝ける世紀ではなく、当初

から厳しい課題の連続する世紀のようであ

る。少子高齢化や労働力人口の減少など「人

口J に関する諜題が山積している 。

少子高齢化や人口減少H寺代に突入する社会

情勢を受けて、労働力人口の低下を抑制 した

り、高齢者の雇用促進を図ったりするととと

同H寺に、乙こでは、誰もが豊かな生活を享受

でき、その生活を支える安全快適な者1¥市や建

築デザインについて、どのように考えるべき

かを考察したい。

- 高齢者もいろいろ

高齢者は一応65歳以上の人をさすが、必ず

しも年齢と生理特性が対応しているわけでな

い。ましてや高齢者イコール障害者ではない。

社会には、介護やさまざまな社会サービスを

必要とする i OLD OL DJ と呼ばれる病弱老

人ばかりではなく、 iY OUNG OL DJ と呼ば

れる 「元気老人j も数多く活躍している。

これまでは元気老人であっても、 一般的に

は勤め人の場合は定年があり、第一線から退

くことを余儀なくされた。これからは高齢者

が生きがいを持ち安心して暮らせる社会づく

りの推進が重要であり、社会の担い手として

それそaれにふさわしい活躍ができるようにす

る施策が求められる。

熟化、少子高齢化、グローパル化、男女共同

参画の方向性など大きな変革の時代の中で、

①高齢者の労働力①女性の労働力、女性の社

会進出①外国人の労働力①機械化、合理化に

よる労働環境の改善⑤働かない若者の労働環

境への参入などをめざさなければならない。

労働の場は特定のオフィスや工場だけでな

く、自宅を職場とするととも考えられる 。近

年は情報通信技術と科学技術の進展を背景

に、さまざまな情報ツールや作業機器の開発

進歩により、在宅での労働が可能とな ってい

る。就業形態の多様化を前提に労働環境のあ

り方を検討する必要がある 。これは高齢者だ

けでなく、主婦をはじめ、何らかの事情でフ

ルタイムで、の外出が困難な人たちの労働環境

の成立につなが っている 。

自己実現を図り、多くの人たちとの交流か

ら明るくいきいきと生活をエン ジョ イできる

スタイルに変えることが、これからの高齢者

の労働環与担監備のテーマである。個性を活か

し、充実した生涯を送ることができるよう、

多様なライフスタイルに対応した環境づくり

が重要である 。具体的に、高検怖がこのよう

にいきいきと活躍されている事例も多くあ

る。健康スポーツ関連のイ ベ ント、観光ボラ

ンティア、福祉施設等におけるスタ ッフ、地

域でのまちづくりやユニバーサルデザイン活

動などである。

高的炉省には、これまで蓄えられた技術や経 そのためには、第一に、高齢者が自らの能

験のノウハウで相当なものを有する人材も多 力開発に意欲をも って取り組む必要がある

い。 また、社会福祉として福祉方包策における (chall enge) 。第二に、高齢者の意欲と能力

「される側J の存在にするだけでは、本人の が十分発揮できる機会が提供される必要があ

生きがいや、やる気を損なうだけでなく、社

会的にも大きな損失であり、負担となる 。経

済社会の活力を維持するためには、できるだ

け多くの高歯怖が、社会に支えられる側から

社会 を支える側へ回る乙とが必要で、ある 。

- 労働人口減少と高齢者の労働環境

高齢者も含めて、誰もがいきいきと生活を

持続できる社会環境を構築する必要がある 。

少子高齢化や人口減少時代にあって、社会を

支える労働人口をどのように補うかの諜題に

対しては、労働力の掘 り起こしを図る 必要が

ある。また、労働力の質の改善を図ることも

必要で、ある 。そこでI T革命、 社会経済の成

c hall enge 

ci r cumst ances 

環演の整備

c hanc e 

c ooperat i on 

協働による社会づくり

労働環境の U O r 4つのC J の推進

挑戦する意欲 (chall enge) ・機会の提供 (chance) ・

環境の整備 (ci rcumstances) ・協働による社会づく り

(cooperati on)  



る (chance) 。第三に、ユニバーサルデザイ

ンの考え方に代表されるように、 ii ! t もが働き

やすい環境が整備される必要がある (c ir cu m-

stances) 。第四に、労働に関するさまざまな

課題に対し、それぞれの役割を十分認識し、

その責任を果たすとともに、パートナーシッ

プのもとで協力しながらいきいきと働くこと

ができる社会 システムづくりに取り組んでい

くことが必要である ( cooperati on) 。

- 高齢者が活躍できる都市環境デザイン

これまで、高的怖の労働力はあまり活用さ

れていないが、働きやすい環境の整備を図る

ことにより、その ｦ￬ｾ Ｎ極的な就業を促進してい

く必要がある 。具体的には、 I Tの活用や自

動化等による労働環境の改善、フレ ックスタ

イム制の普及等による働き方の変化は、高齢

者の就業機会を増加lさせると考えられる 。高

齢者の多様な価値観に応じた働き方や生き方

のできる労働環境づくりが大切である 。

生活環境 - 労働環境の整備においてバリア

フリー化を積極的に導入するなど、融情に

配慮した施設整備を推進しなければならな

い。生活環境・労働環境を誰に対しでも安

全 ・健康 ・利便 ・快適という視点から整備す

る必要がある。バリアフリー化法で義務化さ

れた施設の整備の枠内だけでなく、また、高

齢者や障害者ーだけでなく、誰もが働きやすく、

生活しやすい環境デザインが不可欠である 。

その対象は特定の労働の場だけでなく、家

族・社会 - 地域コ ミュニティにかかわるあら

ゆる生活空間- 居住空間を対象とした基本的

なバリアフリーが必要で、ある。

・移動環境 労働の場をどこに設定するか

により、その移動に要するス トレスの差は←

きい。通勤の場合、安心して歩きやすい歩行

空間の整備課題がある 。自動車優先のまちづ

くりでは、移動空間でのバリアが多い。また、

夜間などの人通りの少ないときの犯罪への不

安がある。身近には自 iji主11利用が多いが、近

年、自転車事故も多く、社会問題化 しつつあ

る。自動車利用の場合に特に高由緒 l二分かり

にくい道路標識や複雑で危険な道路構造が多

くある。駐車場設備も利用しやすく改善する

べきである。

電車やパスなどの公共交通機関の車両や乗

り場のデザインにおいても、近年交通バリア

フリーの考え方から改善が進んで、いるが、ま

だ課題は多い。

建物などが高層化や地下化で立体化、複雑

化、大1尉喫化され、分かりにくく、移動しに

くい空間が増加 している 。エレベーターやエ

スカレーターなどの昇|邸機の導入によるバリ

アフリー化だけではなく、動線の分かりやす

さや快適性の確保が重要になる 。また、機械

的な装置の利用|時における事故を防ぐための

安全対策を忘れてはならない。

. 生理環境 高齢者が外出したときに困る

もうひとつの空間はトイレである 。頻尿や失

禁という生理的な問題だけでなく、オス 卜メ

イト対応の設備の必要な高齢者も多い。また、

利用時に身体的な条件から、バリアフリーを

考慮、したトイレ空間の需要も高い。多目的ト

イレの整備が進んで、いるが、 一般のトイレ部

分においても高齢者などの利用を考慮、してい

きたい。 トイレを公共空間にどのように配置

すべきか、各施設におけるトイレの整備水準

や利用者への公開姿勢も含めて、まちづくり

として考慮したいものである。

・休息環境 複雑化、大規模化 された空間

は疲れやすい。急な坂道や迷いやすい空間も

あり、適切な休息時間や場所の確保が必要で、

ある 。長11寺間の休息だけでなく、ちょっとし

た休息のためにベンチやいすなど身体を支え

ておける設備が有効で、ある。 また、休息のた

めの環境演出にも留意したい。自然や風景か

らの癒し環境が提供されるとよい。休息、は身

体だけでなく、心のビタミンとして高齢者の

労働のエネルギーを保つのに有効で、あろう 。

また、 仲間たちとの飲食や歓談からもコミュ

ニケーションが図られ、働く元気を再生産す

ることにつながる 。高齢者に限らないが、労

働環境の中で、福利厚生環境商での空間やサ

ービスの水準をもっと見直してもよいだろ

う。特に高的怖の場合の外食に関して、健康

管理面での首班( をすべきである 。大規模な労

働環境だけでなく、 地域での小規模なワーク

スペースにおいては、むしろこの休息環境を

中心に計画しでもよさそうである。

高齢者の再就職の現場として、自動車を運

11反する労働や夜間の勤務の場合も多いが、仮

眠や休息するための環境整備も健康管理のー

環として重視するべきである。

・情報環境 ワークスペースではさまざま

な情報を必要とする。近年は高度に発達した

情報伝達 システムの導入が一般化 している

が、これに対応できにくい高齢者のことも考

慮、した情報伝達を原則とすべきである。サイ

ンデザインにおいても分かりやすさや美 しさ

だけでなく、間違いを起こさないように配慮、

し、問題発生を最小限に押 さえる工夫が期待

される。空間の構造も必要な情報が得られや

すいように当初から計画すべきである 。また、

火災などの非常時にも安全に避難できる情報

提供や誘導システムを忘れてはならない。

・安全環境 家庭内でも高齢者の場合、転

倒や落下など、の事故に遭いやすい。自宅外の

労働環境においては、なおさらに安全対策が

必要で、ある。通勤や勤務中 lこ突然の身体の変

調も発生しやすい。これに備えた健康管理や

救急医療体制の整備も重要である 。前述の火

災時などの非常時の対応についても、周知徹

底するための平常時からの訓練や態勢のチェ

ックが必要である。けっして高齢者を災害弱

者にしてはならない。危険な作業を伴う労働

の場合は特に、日ごろからその労働環境の整

理整l頃や安全対策の確認に配慮、しておく必要

がある。バリアフ リーにすることで、なおい

っそうの安全環境を実現することを期待した

L ミ。

- ユニバーサルデザインのまちづくりを

めざして

年齢や性別、身体の機能、障害の有無など

にかかわらず、すべての人が暮らしやすいま

ちづくりやものづくり、環境づくりを進めて

いこうとするユニバーサルデザインの考え方

を、労働環境づくりにも取り入れていかねば

ならない。高齢者だけでなく、若者、女性、

外国人など多くの社会進出環境を整備する必

要がある 。これまでの「労働」の概念にとら

われることなく、多様な生活の場面で、さま

ざまな人たちが自分の出来ることに思い切り

取り組んで、その個性や実力を発揮し、活躍

できる都市環境デザインをめざしていく必要

がある 。それはユニノ Tーサルデザインのまち

づくりをめざすことにつながると思う 。

(たなか なおと 以前大学工学部教授)
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人口減少とまちづくり

小長谷一之

研究分野は地域政策論・まちづくり論・

都市経済論など。 UR . 大阪市と「船場デ

ジタルタウン」、大阪市商業活性化協会 ・

地域開発協議会と「老松西天満アートス

卜リ トH レトロストリー卜J プロジェ

クトなどをおこなってきた。主著に『ま

ちづくりと創造都市j ( 晃洋書房) など。

18 建篤と社会 ・2∞8.4

ご承知のように、さまざまな予測のうちで

も人口の予測は確度が高いので( 大体多くの

人聞は地域に住み続けるのでコーホート法と

いう方法が使えるため) 、わが国が、ほぼ2005

年前後に総人口がピークアウトすることは相

当前から予測されていた( そしてそうなっ

た) 。 ところで、地域的にみれば人口の減少

や老齢化といった問題はこれまでもなかった

のかというと、そうではない。地方の離山村

では過疎問題がはるか昔から発生していた。

まちづくりにとって21脳 部]頭のいま問題

なのは、( 東京などの少数の例外を除き) こ

れまで地方からの流入側だ った都市園も lli干並

み絶対的なパイが減少する局面に入るからで

ある 。特に関西都市圏は深刻で、あるので、そ

れを念頭においてみたい。

一般に、ある「地域J の社会経済的予1HIj を

お乙なう場合には、以下の 3つの側商が影響

するので、これらを考慮、する 必要がある 。

[Factor 1] 人口のようにほぼ確実な未来変

化( 前提条件となる) 0  [Factor 2 ] 外部環

境との相互作用( グローパルな世界との競争、

圏内近隣他都市との競争) の結果がどうなる

のか。 [Factor 3 ]  Factor 1、Factor 2 をふ

まえた上で、その都市がどのような都市政策

をとり、者11市内の各地域ではどのようなまち

づくりを推進するか、その戦略の取り方。

今回の特集では、「環境J ，経済J ，人口」

がキ一概念になっているので、「経済」 → 「人

口」→ 「環境」の順で上記のファクターをみ

ていきたい。

• i経済J からみた人口減少とまちづく

り一「工場 (ものづくり) で生きるJ

vs iサービス産業で生きる」

者11市経済の立場か初、うと、 人が者11市に集

まるのは、集まってビジネスをするのに有利

なので集まる、すなわち「集積の利益j とい

うものがあるから集まるのである 。者11市に人

口がなぜ存在しているのかといえば、なんら

かの形で、働く 人・ 食い扶持を稼ぐ人( 就業

者) がいて、その扶養家族がいるからである。

すなわち働く場所= 経済活動がないと( リゾ

ートを除き) 基本的に人口は減る。逆に、現

在の中京圏のように自動車産業などの基幹産

ら、人口が増加する可能生も 出てくる 。

それでは、どのような経済を構想するべき

なのだろうか。いま、ある都市にある産業が

あったとしても、それは当然自由な経済活動

であるから、 他国、他都市 との競争になる 。

p くら自己の都市の産業を誇っても [Factor

2] のように「相手のある話J なので、競争

に敗れれば衰退するし、競争に JI券てば成長す

る( 競争を回避する=差別化する、 市場セグ

メンテーションというニッチを狙う考え方も

ある、塩沢 ・小長谷2008参照) 。

例として、大阪が20世紀末から停滞してき

た理由として、追い上げてきたアジア諸国と

よく似た業種構成をも っていたことが指摘で

き る ( 小長谷2005) 。いくら自分の都市の伝

統 ・産業を誇っても、競争が厳しければ、ま

た勝でなければ意味がないのである。

ここで21世紀の戦略としては、 「工場( も

のづくり) で生きる j か、「サービス産業で

生きる j かと L 寸選択がある。実は、 1980年

代の地域経済論では、後者の方が有力だ った。

これをサービス経済化論・ソフト 化経済論と

いう 。乙れには、高度な金融機能などを集積

させる，-1立界都市! 被11削などがあるが、世界

中の都市すべてがこの戦略をとれるほど金融

機能の雇用は多くはなく、 一部の高次都市に

限られるだろう 。実際、その後1990年代、

2000年代前半の日本の都市では、東京を除け

ば必ずしもこの戦略は成功してきていない。

一方、日本の製造業は一定の強さがあり、

中京圏の成功もあ って、最近は前者の方が重

視される 。関西での典型例としては、尼崎の

プラスザマディスプレイ工場や堺の液晶工場の

ように、い ったんアジア諸国を 中心とした海

外に出てしま った生産拠点を戻したいという

考え方である 。 しかし、本当は、 1  ) 既存産

業の高度化と2) 新産業の振興が重要である

ので、武田薬品工業の研究所の誘致問題のよ

うに、関西などではより高度な研究開発拠点

が必要なのだが、こうした機能は東京圏に集

中する流れとな っている 。

このような状況から、最近、クリエイティ

ブシティ ( 創造都市) 論といって、両者の融

合ないし折衷案的な考え方が有力になってき

た。クリエイテ ィブ( 創造) 産業とは本来は、

業が元気な場合には、 21世主包初頭においです 広告、 映画・ l州象、建築、音楽、美術品 ・ア



ンティーク市場、舞台芸術、コンピューター ・ 比空里
トー 也 空 型 空

ゲームソフト、出版、クラフト、ソフトウェ

ア、デザイン、テレビ・ラジオ、デザイナー

ファ ッションなどの業種をさすが、最近では、

全社で数万件の「カイゼン」提案を出すトヨ

タなどの従H哉の中の、その「カイゼンJ のア

イディアを出す現場の工員も創造階級である

としており( フロリダ2007) 、製造業従事者

も含まれる。要は「クリエイティブ」である

職場= アートやサイエンスを重視する職場を

っくり出すことが重要といえる。すなわち 「高

付加価値性 ・創造性 ・人間性を引き出す職場」

がつくれるかどうかであり、英国や申立国は最

近こうした創造都市戦略を重視している 。

20世紀 21 世紀で

共通の要因

[21産業空洞化

[3 1 郊外化

[4 1 人口減少社会

21世紀の都市問題

バリアフリー化が問題となっているが、これ

が21世紀第 l の都市問題 ( r内郊外問題J )  

である。そのほか、大阪都市固などでは初期

の開発の密集市街地問題や、内灘工業都市( 尼

崎や堺など) の再生が焦点となる 。

国 型 笠

。一般論 1 = 都市再生を促す

自然再生

ジエントリフィケーション

3 の都市問題 (r都

心周辺部問題j ) で

ある。これへの対応

策は、上記のクリエ

イティブシティ 政策

のような創造的萌芽

的産業を、者1¥心周辺

部の中小ビルに立地

させるインキュベー

ション戦略である。東京東部の空洞化 したビ

ルにクリエータを入れる「東京デザイナーズ

ブロ ック一セン トラルイースト ( TDB - C E) J  

などの方向がある。このようにミスマッチか

らくる 3つの空洞化・ 老朽化が起こる可能性

上記のような雇用の減少と人口減少が顕著 があるが、第 l 節のように都市経済が発展す

• r人口構造J かうみた人口減少とまち

づくり- r住むところとしての都市J

vs r働くところとしての都市J

21世紀初頭の多くの都市圏( 関西圏を含

む) では、人口は微減にとどめられる程度で

あろう 。こうした前提条件の下で、都市の構

造はどのようになるのか? を考えてみる。そ

の場合、「住むところとしての都市J と「働

くところとしての都市J という 2 つの都市空

間の利用の仕方に注目することが重要となっ

てくる。実はこの両者は、通勤現象( 職住分

離) のため通常の市110. 村では一致しないが、

都市匿1 ( = 通勤圏) の中では大体閉じており、

ほぼ同数になるととが知られている ( だから

職場が減れば、 全体のパイは減少する) 。

上記のような集積の利益のメリ ッ トを享受

するため、これまで、わが国の都市は中心部

( 特に都心及び周辺部) に職場をおき、その

回りに同心円的に、より外側に新市街地を開

発していくという外向的新都市建設プロ セス

( pわゆる郊外開発) によって発展してきた。

小長谷 (2005) で示したように、これには

タイムラグがあり、内側の古い街区から老朽

化・ 老齢化の波がライフサイクル的にや って

くるため、 20世紀後半には、いわゆるインナ

ーシティ問題とい って、 中心都市の周辺部( 大

阪では環状線外側、東京では東部下町地区)

が衰退した。21世紀初頭には、内郊外とい っ

て近間の初期に開発された郊外にライフサイ

クルの波がやってくる 。多摩 - 千里 - 泉北な

どの1970年代来のニュータウンの高齢化・

になってくると、どうなるのだろうか? も

ともと都市経済論では、都市の最外縁は、者1¥

市的地代と j農業地代との競争になる 。 もし者1¥

市圏全体の人口の需要が減ると都市的地代が

合体として下がるので、 縁から都市的土地利

用が難しくなる。いいかえると、非常に遠く

の住宅地を新規に開発しでも、空洞化する可

能性が出てくる。この流れは、都心にマンシ

ョンをたてたりして人口が都心回帰するとと

によりますます深刻になる。乙れが21世紀第

2 の都市問題 (r外郊外問題j ) である。この

対処法としては、上記のように経済発展が続

くなら、富裕層に対する床面積向上策でゆと

りのある開発を行う( アメリカのロス都市圏

のネパダへの発展が例) や、東京のつくばエ

クスプレス沿線や大阪の彩者1¥のような学園都

市型 ・高付加価値型の開発が考えられる 。逆

にいわゆるコンパクトシティ的発想で、都市

を緑に戻 したりする( 三田のアルカディア 21

など) などの方向が大都市圏でもあり得る 。

これらは、住宅市場の空洞化 ( 都市外縁部)

であ ったが、オフィス市場でも同様のことが

考えられる。オフィス市場の最外縁部とは者1¥

心周辺部である 。 もし「外向的新都市建設か

ら内向的都市再生へj という流れがあったと

しても、中心都市のすべてが再生するわけで、

はなく、陽が当たるのは一部の大規模開発( 六

本木ヒルズのような) に限られる可能性が高

い。そこで、オフィスの玉突き空洞化( テナ

ントの順次移動) によ って、周辺部の中小ビ

ルは空洞化の可能性が出てくるが、これが第

れlij l到おですむし、 都市の更新はスムーズに

いくが、逆の場合はより深刻化する 。

• r環境」からみた人口減少とまちづく

り一「自然の( 手っかすの) 美J

vs r街中の( 集まることによる) 美J

環境に対する選好 .11昔女子性は、大きくこの

2つの方向性がある。これは世界的にも普遍

的にみら れるようで、後者がいわゆるギリシ

ヤ ・ローマの都市文明を受け継いだラテン系

の都市文化主義であり 、前者がいわゆるゲル

マン系( アングロサクソン含む) で、もとも

と森の民で一種の「反都市主義J があり、郊

外や田園にあとがれた。前者は 「自然志向j

だが、逆に郊外にスプロールした低密度な開

発と自動車交通主体のエネルギー消費都市を

招いた。そこで最近は、コンパク トシティや

中心市街地活性化など、「都会志向J ( アーバ

ンライフ) 重視の、流れになり、逆にこれによ

って環境が守られる方向に進んでいる 。 ヨー

ロッパ大陸型の環境問といってよい。独 ・フ

ライブルクのようにエコシティブランドを構

築する方向であろう 。
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3年後のまちへの

提言

山根秀宣

ビル マンシヨン賃貸業。この 3 月北浜

のピルで「大阪会議J 顕彰レリーフ設置。

まちづくり提言 - 実践を行う「大阪まち

プロデユース」を主宰。

道頓堀劇場街や心斎橋ブティック街、転

貸を活用し長屋再生などを推進・実践。

20 建築と社会 ・2∞8.4

- 東京と、それ以外の日本で聞く格差

内閣府が今年 2 月 5 日に発表した平成17

年 ( 3 年前) 一人当たり県民所得において、

l 位は東京都民で477.8万円。100万円以上の

差があいて 2位愛知県民352.4万円、 3位静

岡県民334.4万円と続く 。大阪府民は 9位で

306.8万円。47位は沖縄県民で202.1万円だっ

た。平均は304.3万円だが、東京を除けば285.3

万円と推計される 。

これらは企業所得も含まれるが、結局はそ

こへ落ちるお金。東京都民とそれ以外の日本

人平均では1. 7倍 (477.81285.3) 近い聞きが

ある 。東京にだけ富が集まっている。2011

年に、梅田北ヤードに巨大なビル群ができる

から解決するのか。そうは思えない。

既存の魅力を生かした私の活動と、その「想

Lリ を以下に述べてみたい。

- 好きでやってきた

私は高校時代より地元大阪や近畿のまちづ

くりに興味を持ってきた。昭和50年代から新

聞記事の切り抜きを始め、大阪・上町台地の

史跡めぐりなども始めた。就職も営業職なが

もある 。まちづくりにおいても、行政の各部

署は専門家集団である 。 しかし部署が増える

ほど、 他の部署と縁遠くなり、見えない壁が

できてくる 。「木を見て森を見ずj という 言

葉がある。細分化された部署ほど、「森J =  

A 体像一本当に求められているものーが見え

にくくなるのだと思う 。

わたしたち街の提言家に「部署」はない。

分野を超えて考え、真の目的のために最も合

理的な方法を選べるのでは、と思う 。

- 堀江で

平成11年に開設したホームページには威

力があ った。東京では分散しているブランド

ブティックが大阪では心斎橋に集中 してお

り、それがまちに似合っていた 。 なのに、 ｾ ｦ ￉

も取り上げないのがもったいなくて、心斎橋

を「日本最大のブランドブティック街」と紹

介したが、それがマスコミに載り、どんどん

加速していった。E尉' f はアジアからの定番の

観光地となっている 。

同年、大阪・ ;府江に開設した多目的スペー

スは、大阪に拠点を持たない東京ブティック

の採用試験や研修場となり、堀江のブテイツ

ら都市計画にかかわれる企業にした。平成 4 ク進出にもつながった。地下鉄凹ツ橋駅のす

年、実家のサブビジネスであ ったマンション べての出口の門を終電まで聞けてもらうよう

経営に就くことになっても、「まちづくりは に交渉したのが実現し、 北堀江へのカフェ進

続ける j と宣言 し、空いたH寺聞を行政などへ

の提言作成に費やした。提案が採用されてい

たり、たまには行政から「も っと詳しく教え

て欲ししリなどと言われることもあ った。

平成10年、大阪魅力百科発掘という大阪市

の公募事業において、魅力ある地域を紹介し

た3 件が優秀賞など 3貨を受賞した。どうや

ら、私が思う「まちの魅力j は単なる思いこ

みではないらしい。

求めるまちの姿は何か? 私は「あるべき

姿J と答えている 。「まちづくり 」 とひと 言

で、言っても、歴史を掘り起こす人、政1:境問題

に打ち込む人、コミュニティービジネスを興

す人… p ろいろある。 そう、「まちづくり J

とは、様々なものが対象になりうるのだ。そ

れだけに様々なまちに汎用的に通じる回答

は、あり得ないと思っている。

現代社会は細か く分業化が進み、各分野で

はプロが存在する。「餅は餅屋J という言葉

出に寄与した。ホームページなどではj居江と

土佐務や三菱の関係を説き、ついでに高知県

大阪事務所にも「投げ文j しておいたが、県

内の郷土史家の見解と重なり、高知県は東京

ばかり見ていた方向性を見直す( 当時の事務

所長談) ということにつながった。



圃空堀で

平成13年、からほり倶楽部( 空堀商j苫街界

|袋長屋再生プロジェク ト、代表. 六波羅! f t t -

氏) の設立にかかわり、以後、イベン 卜など

実践的なまちづくりも行うようにな った。平

成14年、六波羅氏と共同で築90年の長屋の

fI I副主j を活用して再生、経営を始める 。こ

の手法はからほり倶楽部の他の施設にも応用

された。平成16年には直木賞に名を残す直木

このつながりを生かせるか否かで、ミナミと

や1
1
戸の将来は大きく左右されると思う 。

*  

残りの紙面では、 2011年を目処に改善す

るべき緊急謀題について、提言 してみたい。

.2011年への課題ーホームレス対策提案

大阪府はホームレスが全国一多い。2003年

厚労省調査では7757人で、全国の 3制。大阪

市だけで6603人と東京都 (6361人) を上回 っ

三十五が大阪・谷六の出身と知り記念館をっ ているという 。避けては通れない謀題だ。

くった( グランドオープンは翌年) 。地域の 市民が自由主義でホームレスに対しでも殴

魅力は増し、長屋も需要が高くなり、かなり しい側面もあるかも知れない。 しかし、ブル

の長屋は取り壊しを免れた。が、いま再びマ

ンション建設が進んで、風情が失われつつあ

る。地域の特徴をもっと大切にしてほしい。

ーテントや段ボールハウスを認めることは、

結果的に極めて劣悪な住環境を放置すること

につながる。2005年厚労省の調査では、大阪

ホームレスの中には地方出身者も数多くお

り、これは国家の問題である。昨年12月に改

正なった被災者生活再建支援法を準用して個

人支援を可能にする 。ホームレスの減少は公

益でもあるのだ。

.2011年への課題一駐輪場対策提案

大阪市は非常に自転車の多いまちである。

府では 5年間で1052人の変死体があり 7制が 極めてエネルギー効率が良く、空気を汚さな

- 道頓堀で

道頓堀橋桁下計測 織影 吉田和広

平成18年には水者11の会( 代表: 藤井燕氏)

とともに道l頃堀親水歩道「とんぼりリバーウ

オーク」が御堂筋下をくぐれないという問題

に立ち合い、 地元の要望通りにくぐれる方法

( 浮体工法+ 沈埋工法) を考案し、数カ月か

かつて大阪市に受け入れてもらった。

ホームページで紹介した「道頓堀はブロー

ドウェイ j の内容が、道頓堀商届街のホーム

ページにもそのままのタ イトルで常設される

ようになった。劇場街として380年という歴

病死、 122人が自殺、凍死が76人、餓死が38

人と L寸 。また住民票が無いので参政権や就

労の機会を失う悪循環にもなっており、抜け

出し にくい現代の「身分層J になっている 。

公園改修などを契機にホームレスの追放がテ

レビで、騒がれるが、問題はそこではなく、基

本的人権に即した住居に移り住めない( 住ま

ない) ことである 。 ドイツでは野宿しようと

し始めたとたんに撤去され、施設に送られる

という 。大阪でも基本的にはドイツの手法に

倣い、段ボールハウス や野宿を認めない。個

室は要らないが、きちんと 人間的居所を用意

するべきである 。どう用意するか。

大阪には公立の有休施設が数多い。財政難

の行政はそれらを安価で売却し たがるが、再

利用を勧めたい。それらの一部を定期借家で

かつ日割り精算可能な契約による住居にコン

ノTージョンする 。昔のアパー トのように流し

ゃトイレ、風呂の水回りは共同とし、 個室に

はコンロを用意する 。家賃光熱費は l 人月額

L当乗り物だが、しかし一方、問題も指摘され

ており、駐輪問題と運転マナー( 危なL、) が

代表絡だ。 3年以内に目処をつけ たい。

車道の端にある公安委員会の路上駐車場

は、モータリゼーションで駐] Ii 場不足の折に

緊急対策として設けられるようになったもの

だ。道路本来の使い方ではなく、また駐車場

不足も緊急事態を脱してむしろ民業圧迫にな

りつつある、さらに自転車が本来走るべき車

道を走る際、駐車車両は邪魔で、危険ですらあ

る。だから路上駐車場は原則廃止する。

その上で、この部分と歩道の一部を使って

駐輪場及び自転車道をつくる 。l幅員が十分取

れないところは駐II!命を45度にするなど工夫

する 。設置場所確保に困っていた駐輪場が一

挙に供給され、歩 ・輪分離でマナー問題も -

Uこ減るだろう 。現在も自転車道のみや駐輪

場のみが車道に沿って設けられている例もあ

るが、 中途半端で、守られていない。歩 ・輪・

草分離+ 駐II! 命場設置を、 制度として有印底させ

史をもっと大切にして欲しいのだ。シネコン 2万円前後になろう 。どや街の宿が 1 日1500 なければならない。

に押され消えゆく単館映画館を、建築基準法 円なのでその半額相変になる。安定的収入を *  

上の類似用途である劇場や演芸場に替える

か、全面、子連れOKなど実験的な映画館と

して活用し、減らさない工夫をすべきである 。

期待しているのは2009年の阪神電鉄難波

乗り入れ。大阪の核たるミナミが、初めて神

戸と直結する 。一生足を踏み入れない神戸の

人もいると 言われるほど、ミナミとは縁遠い。

つくる 。その施設を起点とした公益事業印租

設 ・道路清掃、植栽水やり、自転車等の整理、

リサイ クル ・エコ事業) など任せられるとこ

ろから任せ対価を払う 。対佃iは予め家賃と相

殺するのではなく、い ったん支払った上で自

己の判断で必要額だけもらい、余剰金は自己

の責任で貯めたり使えたりするようにする。

L 、ずれのまちづくりも「何とかしなきゃJ

の「想L リを原動力に、 L 、ろんな知識をかき

集めて工夫してきた。これからの財政的余裕

のない地方自治体も同じだと思う 。本質的な

診R題を見極め、部局を超え全知全能を動員し

てその解決に取り組む必要がある 。

( やまね ひでのぶ大阪まちフ.ロデユース主宰)

21  



これからの地方再生

新規参入の余地と

地域再生

中沢孝夫

1944年生まれ。兵庫県立大学環境人間

学部教授を経て 2008年4月より現職。専

門は地域活性化論。中小企業論。
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- この半年、どんな努力をしたか

6年ほど前のことである。突然、姫路市郊

外の白浜町で貸衣装のお屈を営んで、いる人か

ら「お願いがあっておうかがいした Lリ と 電

話ーがあった。筆者のエッ セイを新聞で読んだ

とのことである 。

研究室にやってきた貸衣装庖主の話は次の

ようなものだった。「中心市街地はいいです

よ。空き !古舗ができた、衰退した、ゃれなん

とかしろ、とマスコミも言っ てくれる 。 しか

し郊外で、 一度も栄えたためしのない商庖な

どだれも振り向きはしません。もちろん自分

で始めた商いだから、自分でやる以外にない

のですが、少し知恵、を貸してくれませんかj 。

白浜地域は「灘の|喧嘩祭り」で有名だが、

ふだんは住宅と工場が点在する変哲のないま

ちである 。貸衣装屋さんが所属する商庖街迎

合会も名ばかりで、 20メートルから 50メート

ルくらい離れて、お味噌の醸造元、花屋さん、

お米屋さん、洋菓子屋さん、和菓子屋さん、

写真屋さん、呉服屋さん、 郵使局などが点々

とあるだけの「街」である 。

筆者は「貸すほどの知恵、はないけれど、 一

緒に勉強することはできますよ j と答えて、

半年にいっぺんほど、の勉強会を始めた。毎回、

官頭に筆者がいろいろな「まちづくり J や「商

庖街活性化j の事例を紹介し、次に参加メン

/ ' ¥ー全員が「乙の半年にどんな努力をしたかj

というテーマで報告をすることになった。筆

者がこの 3 月に姫路を去るまで、けっこう皆、

最後まで続いた。

その報告の内容を少し紹介すると、貸衣装

屋さんは、貸衣装だけだと先制りになりそう

なので…と、好きだったカメラを生かそうと、

ホテルに 2泊 3 1: 1で泊まり込んで、写真技術の

研修を 受け、 50万 円を超えるカメラを購入

し、庖の一部をスタジオに改装した。隣近所

を手始めに、貸衣装を使って各種の記念写真

の撮影やパスポート・身分証明用の写真など

を手がけ始めた。同H寺にインターネットでホ

ームページを開設し、宅配便を使って貸衣装

の広域サービスを開始した。

半年、 l 年と経つうちに効果があらわれて、

売り上げも伸びてきている。毎日が小さな改

良の積み重ねなのだが、 ｲｾ 、ゃあ 、 今は 忙 しい 。

徹夜仕事になったりします。その割には利益

が薄いですが」と顔が明るくなってきた。

あるいはお米屋さん。家庭米は大きな変動

はないけれど、顔が見える大切なお客であり、

コストを考えると割に合わないのだが、電話

で注文があったらすぐに配達することを心が

けた。 また玄米ブームなので、玄米を置き、

500円硬貨を入れる精米機を入れたらヒ ッ ト

し、もう 1台、もう l 台と都合 3 台になった

という 。設備投資は 1年で回収できそうとの

ことである。

和菓子屋さんは、包装紙のデザインを変え

るのに 1年間工夫をしたという 。洋菓子屋さ

んは、 2 階を改装し、無料の貸し会議室とし

て開放したら 地元の主婦の集まりなどに利用

され、その時にコー ヒーやケーキもとってく

れるとのこと 。また子供の誕生日などにあわ

せて、特製ケーキの注文なども積極的に受け

るようにして売り上げを伸ばしている 。お昧

H曽屋さんは地元のデパー トと提携し、「うん

と高級な昧噌を開発したら j 大当たり 。工場

を全面的に改装し、製造工程の見学ができる

ようにし、高校生や大学生のインターンシッ

プも積極的に受け入れ、屈をオープ ンにした。

勉強会に参加 しているお屈の努力により、

どの屈もわずかではあるが売り上げを伸ばし

つつあり、潰れたお庖は 1粁もないので、そ

れぞれの努力の結果は生きている、といって

もよいだろう 。

. なくなったのは公共事業である

「地方の再生H地域の活性化」あるいは「ま

ちづくり」は、商! 古街の活性化 とイコールだ

とは思わないが、しかし商庖街の再生を抜き

に「地域の再生j もないと筆者は思っている 。

それにしてもこのテーマは、無関係な現象を

牽強付会に結びつけた説明が横行している。

例えば 「小泉改革によって地方都市はシャッ

タ一通りばかり増えている j といった意見が

ある。シャッタ一通りが増えているのは事実

だが、「小泉改革j とはなんの関係もない。

2006年に改正、その後施行された新しい

中心市街地活性化法や都市計画法の立法経過

を見ると、 旧法 (1998年から 2000年に施行)

が成果を上げなかったからというのが理由に

なっている。その旧法にしても、 91年には「ま



ちづくり会社j などが全国につくられたがう

まくいかなかったから立法されたという経過

がある 。98年の旧中心市街地活性化法では全

国の市町村で700近い都市づくりに閲する

「基本計画J がつくられ、 400を超える TMO(タ

ウンマネジメン卜機関) がつくられた。そし

て今度の法律では「中心市街地活性化協議会J

が設けられることになっているが、はて、同

じことの繰り返しのように筆者には思える。

要するに80年代から地方都市の中心街は

衰退しているのである。「地方切り捨てJ な

どという物騒な言葉もあるが、そのような事

実もまたない。地方でも製造業がしっかりし

ている地域は元気がよい。「切り捨てられて

p る」と被害者意識が強いのは、公共事業が

経済の中心を占めている地域である 。 しかし

橋も道路も十分に行き渡っているし、 l辺地改

良やj農道の整備、水路の改善といった由来ー関

連の仕事もなくなって当然のことである 。い

つまで‘ も公共事業に頼っていることが間違っ

ている。必要なのは自らを変えるととなのだ。

- 大切なのは人が集まること

とはいえ、旧法による「まちづくり J や

T MOがすべてうまくいかなかったわけで、は

ない。「まちづくり長野J [ "金沢TMOJ [" 出石

まちづくり公社J [" J 、イマート久留米J など

はモデル的によくやってきた。また青森市の

新11町商庖街、静岡市の呉服11日、高松市の丸む

11可など成功例はけ っこうある 。その成功例に

共通しているのは、市民のがんばりだ。地場

で商いに苦労してきた人間や、大手の流通で

働いた経験者などが中心となって「まちづく

りj を考えている 。それに対して、再開発を

含め、行政のト ップダウンで、行った場合は、

失敗例はたくさんあるが成功した事例は非常

に少ない。

「再生j にせよ「新生j にせよ、大切なの

は「ソフトウェア j である。上記の成功例は

皆、「よいまちJ をつくるためにどのような

「庖j や「施設J をつくるか、といったとと

ろを有印志して考えている 。

再開発で、商業ビルの建築を中心としたハ

ードから「まちづくり J に入ると失敗するの

は、 j苫舗の呼び込みなどをコンサルタントに

委せてしまうことにも原因のひとつがある 。

彼らはお屈は集めるが、その後のことには責

任の持ちょうがない。その結果、空洞化した

駅前ビルがどんなに多いことか。コンサル タ

ン卜にしても支払われる料金がわずかであっ

て、全力をあげ一生懸命やっていたらメシが

食えない。自ff . 形どおりのプランニングが然記( E

である。行政にしても商工会話船所にしても「地

域再生j や「まちづくり j の組験や専門性も

ないので、他人に委せてしまうのもまた当然

といえるのだ。六本木ヒルズやミッドタウン

あるいは表参道ヒルズのような都心の再開発

は別として、 地方都市の場合は背景となる消

費者人口が限られているので、ブランド屈は

進出しない。そこでどうしても郊外型大型屈

と似たようなショップを集めることになり、

競争力を持てない結果となる 。

そのような意味で、新しい都市計画に関す

る法律はl時宜を得ている 。その理由は、まず

図書館や病院など公益・公共施設と高層住宅

を中心市街地に建設するための誘導策がある

ことだ。また民間による再開発をしやすくし

たこともとてもよい。地方都市でも最近は

J Rの釈の付近にマ ンションが建ち始めてい

るが、年配者にとって中心街は暮らしやすい。

買い物をするにもクルマがなくてもよいし、

子育てが終わっているので、 2部屋か 3 部屋

あれば十分だ。また若い夫婦にとっても、中

心街は子育ての支援施設など、が揃っている 。

大切なのは人が集まることだ。特に夜間人

口が増えると最寄り品を 中心としたお屈に活

気がでるし、食料品屈などの新規参入も見ら

れるようになる。 もともと中心市街地には、

お庖の裏や 2階に沢山の人が住んでいた。そ

の人たちが郊外に家を建ててヲ| っ越すことに

よって、 |隣近所という消費者、つまり「内需」

を失ったのである 。それがバブル崩壊後の商

業地の値下がり で、やっと 人口の回帰が始ま

ったのだ。

また公主主・公共施設の新設を都市計画の地

域内に限定したのもよいことだ。これまでは

農地を転用するなら、道路か公益・公共施設

への転用が一番簡単だった。法の抜け穴だっ

た。大型郊外屈の建設も農家の期待だった。

だから出家による、政治家への「転用」への

陳情は絶えることがな く、 いつか転用される

のではないかという期待から、耕作を放棄し

ているのに農地を手放さないという事例が多

すぎ、それが日本の出業をますますダメにす

るという悪循環があった。新しい法律は郊外

屈を制限し ( 1万討を超えられなL 、) 、農地の

]1去用期待を終わらせた、ということだけでも

意味はある。 もっとも、「山地は耕すために

ある」というシンプルな原則に戻ることによ

って、出家の絶望感は広がって L 喝 。都市計

画税も固定資産税も必要ないのは「耕して食

物をつくる j という前提があったからなので

あって、初心に戻っただけなのだが、土I也が

売りにくくなったので、がっかりしているのだ。

しかも公共投資そのものがなくなり、 地域

経済の担い手だった土建屋さんも青息吐息だ

から大変なのである 。 しかし地域経済の再生

のために、政策を過去に戻してはならない。

過去の政策・の結果が現在の事態を招いたのだ。

- 商業地の値下がりはよいことだ

j品協がどんなに困ろうと 、農地法を改正し、

出業への自由な参入を認めなけ ればならな

い。そうしないと出業をやる人聞はいなくな

る。商業も同様だが、「後継者がいな Lリ な

どと馬rmなことを言っていてはいけないの

だ。新規参入の余地を広げることが大切だ。

新規参入者が地域の後継者で、ある。

伝統的な町並みや文化は残さなければいけ

ないし、残すように皆努力している 。 しかし

昔、栄えた商庖街だからといっても、無条件

に復活させる必要はない。土地の用途が変化

するのは当然である。商庖の業種が変化して

もよいし、住宅街に変貌しでもよいのだ。大

切なのは、人々の地域での暮らしへのアイデ

アである。そのためにはもう少し商業地は値

下がりしてもよい。

東京の一人)1第ちという声もあるがそんなこ

とはない。地方都市の地代や家賃はまだ高す

ぎる。 1坪 で8000円といった家賃では、ま

ともな業種はやっていけない。新規参入など

出来っこないのである 。住宅を建てたり、お

屈を開くのがもっと容易になることが「地域

再生j への基本条件である 。最も大切なのは、

人々の努力とそのための余地を広げること

だ。あと 2年か 3年でけっこうそれが見えて

くるだろう 。 もう 一息だ。

( なかざわ たかお福井県立大学大学院教授)

23 



これからの地方再生

2  

農山漁村の

再生に向けて

大石卓史

制UFJ 総合研究所( 現三菱UFJ リサーチ

& コンサルティング側) 研究員を経て、

2005年より現職。京都大学博士( 地球

環境学) 。主に、農山漁村の再生、食品

安全、環境経済評価に関連した調査 コ

ンサルティングに従事。

著曾に『自然産業の世紀J ( 共著) など。
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近年、地方の哀退が1111 ばれて久しい。中で

もj込山漁村と H干ばれる地域では、人口の減少

や高齢化が顕著に進み、自治体の財政状況悪

化による公共サービスの低下、限界集落など

の問題が表面化 してきている。I鹿山漁村 は、

かつては食料、エネルギー、労働力などを都

市に供給する源であ った。 しかし、高度経済

成長を経て、わが国の産業形態や国民のラ イ

フスタイルが次第に変化していくにつれ、多

くのl峰山漁村で、は、基幹産業で、あ った第一次

産業の弱体化 と生活基盤の衰退が進行した。

出山漁村には者11市に比べ、土、水、木、生

物などの自然資源が111富に存在している 。 こ

れらの自然資源は、い ったん劣化 して しまう

と復元するのは容易ではない。 しかし適切な

管理ができさえすれば再生産が可能で、あるた

め、 i峰山漁村の持続性を高めるための重要な

“ て" であるといえる。 しかしながら、これ

まで、の鹿山漁村は、それらの自然資源の価値

を十二分に引き出すことができない、あるい

は簡単に減粍させてしまう傾向にあった。

例えば、過剰な出薬や化学肥料の投入はj農

地の生産力低下や河川や地下水の汚染、生物

多様性の喪失につながる。|湖{えなどの人工林

の手入れを怠ると、木材の質や価格が下がる

だけでなく、炭素回定の効率や山の保水力も

悪化する 。魚、の古凶並、特に卵を産む前のが]魚、

の捕獲は、水産資源の枯渇を加速させる。 も

ちろん、これらの背長には |立界規模での食

料 ・資源 - エ ネルギーの需給梢造の歪みをは

じめとして、様々な要因があるだろう 。 しか

し、自然資i際、の劣化は山山漁村の産業基盤や

魅力の低下につながり、最終的には地域コミ

ュニティの弱体化・助成へと行き着く 。食料

自給率( カロリーベース) が40%を下回り、

エネルギー自給率も 20%程度のわが国にとっ

て、このような事態は決して楽観視できない。

ｊｾ 山 漁 村 の哀退は、日本人が大切にしてき

た田臣1. 里山の風景、生物多様性、祭りや生

活様式といった伝統文化、古老の知恵などの

喪失にもつながる。山山漁村の再生に向けて、

今、 何 をすべきなのだろうか。

目再生のアプローチ

このような危機感の高まりを受け、 地 域再

生に関する取り組みが全国各地で盛んに展開

表 1 地域再生に関する取り組みの類型化

①地域人材の育成・活用のための組織構築

組織を構築し、勉強会( 塾) や研修会を IA f催。

観光受け入れリーダーの育成、ツアーづくりな

どの実践を行う 。

②交流人口増加を目指したプロジェク 卜の実施

観光形態の変化( 個人・小グループへの シフト)

を踏まえつつ、 地域住民が主体とな ったツアー

を開催。地域資源の発揃i .  j:1} 評冊目と述励。テー

マは多機( 古民家、他I >lt、スポーツ、産業' 巡j者、

バイオマスなど) 。

③地域資源を活用したプロジェク卜の実施

地域住民や そ ｉ ｾ 業者が主体となり、 地域 産業娠 ＹＡＡ

の核となるプロジェクトを立ち上げ。地域再生

プロジェクトの象徴となる商品 ・サ ービスメニ

ューの開発、 地域での起業を目指す挑戦者の発

括r: . 活動支援などを行う 。

④地域外への働きかけ (物販・情報・その他)

民間企業等のネ ットワ ークを活用し た地域外

( 特に都市部) への働きかけ。各積情報発信、

イベン ト笑Jfil! による認知j交的、産物の販路日目桁

などを行う 。

⑤地域の事業推進体制の再構築

既存施設の迎営方法の見直し、自治体|品IXs施策

の検討などを行う 。

注. 財団法人j 也J或総合強制ITnf l到( ふるさと財団) (2006) 

rr地域内メ|ミマネージャー耶業J ( 平成18;( 1三度各市栄の収

り組み概要) J を加市修正。

されている 。たとえば、ふるさと財団が助成

を行う rJ也域再生マネージャー事業」 を活用

し、これまで39の市町村が地域再生に取り組

んできた。 これらの取り組みは、 表 1 のよう

な分類がなされている 。「人材育成 ・組織体

制づくり H 交流促進H 地域資源の活用H 地

域外への働きかけ」、これらは地域再生マネ

ージャー事業を活用した市町村に限らず、再

生に取り組むあらゆる鹿山漁村が考慮、すべき

キーワードで、あろう 。

13山漁村の再生について考えるとき 、特に

重視したいのが「地域資源の活用」である。

山山漁村の地域資源、特に再生可能な自然資

源に着目し、それらを持続的に活用しつつ地

域のなりわいとなる事業の創出- 再桝2裂を進

めていくことが必要で、あろう 。 またその過程

において、「人材育成組織体IljlJづくり J r交

流促進J などの要素も有機的に関連づけてい

くととが可能で、ある 。

- 自然産業という考え方

ここで、自然産業という考え方を紹介した

い。 自然産業とは「自然資源、に過度の負荷を

かけることなく、その持続的 ・術瑚的な利用

を行う経済活動j の意である。そのため、第



一次産業( 出林水産業、畜産業、狩吻l ¥活動な

ど) に加え、エコツーリズムや伝統食 - 自然

食を扱うレス トラン、環境に商日慮、した木材を

活用した住宅建築なども自然産業の範暗に含

まれる 。自然資源の持続性を担保しな がら、

同時に、 人々の暮らしや経済を支える産業的

な価値を創出する。自然資源の環境的な価値

のみならず、経済的 ・社会的な価値も高めて

いくことができれば、 j豊山漁村にと っての新

たな経営資源! となり得るのである 。

農山漁村で行われてきた営みを「自然産業」

という考え方でもって捉え 直すことで、「な

しミものねだり よりも 、あるもの探しを J ["既

存の産業の枠組みにとらわれることなく、 人

と人、人と資源の新たな関係づくりを j とい

った方向性を見いだすことができるだろう 。

環境保全型農業を広め、 地域の水資源や生

物多様性の保全を行いながら、同時に消費者

が安心できる食を提供する 。地域の生態系に

悪影響を与えるとして駆除した外来魚や各種

の有機腐葉仰を加工し、 肥料や家畜の餌とし

て循環利用する 。古民家再生と農業指導や自

然体験を セットにした移住 ・交流を行う 。企

業のC S R活動 と連携して、耕作放棄地や里

山、河川流域の再生を行う 。具体的な展開方

法は多様である。

- 求められる機能と仕組みづくり

「インキュベーションJ と「マーケテイン

グ」。 このふたつは山山漁村がこ れまで最も

苦手としてきたことである。 しかし、これら

の機能を活用できる仕組みづくりを地域内で

行うことで、人と人、人と資源の新たな関係

づくりを効果的に進めるととが可能となる。

ここでは滋賀県高島市の取り組みを紹介す

る。

. たかしま生きもの田んぼプロ ジェク 卜

琵琶湖の北西部に位置する高島市。京都や

大阪などの者11市固から 1 ｾ＠ 2  n寺聞でアクセス

可能なこの地には、日本海側との分水嶺をな

す山々を背に、豪雪地の山間部から湖岸線に

至るまで田園 ・里山の風景が広がり、自然資

源も豊富に残されている。高島の田んぼを通

った水は、琵琶湖へと流れ込む。そんな高島

の地で、 l当然資源の環境 ・経済 ・社会的な価

値を高めつつ、消'f!J:者 ・生きもの ・農家が共

に安心で、きる状況を目指して、「たかしま生

きもの田んぼ」と呼ばれるプロジェクトが進

められている 。

I良薬や化学肥料の過剰使用 に疑問を抱き、

栽培方法の改良に取り組んできた 7 粁の稲作

出家がr . 1二l心となって、連携体制の基盤づ、くり

を行う 。農薬や化学肥料の使用を控える米づ

くりは、雑草対策をはじめとして高度な技術

を要する。手間もかかるし、収量も安定 しな

い。そこで、外部の専門家による支援を受け

つつ、 B;:坑負荷を下げながら同時に品質や収

虫の向上を目指す。また、田んぼの中で琵琶

湖のフナやナマスーが産卵で、きる よう に魚道を

設置したり、冬に 田んぼに水を張って渡り鳥

に餌とりや休憩の場を提供するなど、生物多

様性の保全策も f1'1極的に手がける。

そして個別の出家では十分に手がけること

ができなかったマーケティング活動にも共同

で取り組む。J Aを通 じた 旧来の出荷 ・販売

システムでは、慣行j員法で栽培した米との差

別化が十分にできない。そ乙で、自分たちの

商品の線源的な価値を考え、ターゲッ 卜を特

定化 し、販促物をつくり、販路開拓や新たな

関係づくりを行う 。イベントや環境学習の場

を通じて、消費者や地域住民と真正面から向

き合い、生の反応、を確かめる 。広く共感者を

募り、また、先輩格の農家が後に続く者の指

導にあたる 。試行錯誤を繰り返しながら、 I民

業をひとつのiji ，1! とした「インキュベーション j

と「マーケティングj の機能が地域内に定着

しつつある 。

「目の前で都会のみなさんが自分のつくっ

た米を美味しそうに食べ、そして喜んで、買っ

て帰ってくれた。30年以上農業をしてきたが、

今日ほどうれしい日はない。 自分たちの取り

組みに自信と諮りを持つことができた。次に

進むべき方向がみえてきた j 。者11市部での物

産フェアに出屈した際の、ある出家の言葉が

象徴的であった。たかしま生きもの田んぼプ

ロジェク トは、新たな参画農家の発掘・育成

を行いながら、さらなる展開を画策している 0

. 高島ビジネスプランオーデ ィション

同じく、高島市では、地域資源を活用した

ビジネスの立ち上げを支援するために、平成

18年度から、ビジネスプランオーディション

を開催している 。l主l ら地域発の事業を立ち ，_

げようと挑戦す

る人の発掘 ・育

成を通じて、 地

域資源を持続的

に活用する仕事

を創 り出す。さ

らに、その環を広げていくことで新たな挑戦

者の発掘につなげて L ペ 。このオーテe イショ

ンには、地域内でそのような好循環を生み出

そうとするねらいがある 。

そのため、オーディションでは単なる優秀

プランの選定ではなく、個々のプランの育成

に重点を置いている 。研修会や個別相談の機

会を設定 し、ビジネスプランを磨きながら、

プランの実現に向けた一歩を応募者と市、ア

ドノ Tイザーが一緒になって模索する 。市の担

山・者は 1部局のみにとどまらない。農業、観

光、福祉、教育などプランの内容に応じて、

複数の部局の職員が情報提供や関係者とのつ

ながりづくりのために奔走する 。アド J ' Iイザ

ーも 同様で、事業者の先輩格、地域の実情を

よく知る方、起業家支援の経験が盟富な方な

ど多岐にわたる 。はじめは漠然とした1思い"

をj 郎、ていた応募者が、プランの精査や実現

に向けた試行錯誤を行う 中で目の輝きが変わ

っていく様は、人を?置きつけるものがある。

オーディション参加者の中には、インター

ネットラジオによる 地域情報の発信や地域の

食材を活用し た料理屋など、既に事業を 開始

した方もいる 。また、上述の「たかしま生き

もの田んぼプロジェク トj の農家グループと

のコラボレーションも進めている 。

*  

このように地域内に構築した「インキュべ

ーションj や「マーケテイング」の仕組みを

活用し、新たな人材を発掘育成する好循環

をつくることができれば、さらなる展開も期

待できる。地域内で連続的に発生してくる事

業を束ねる仕掛け人 - フ。ロデューサー的な役

割を担う組織も重要になってくるだろう 。危

機であるといわれるときこそ、同時に変革の

チャンスがあるというもの。誇りを持って、

出山漁村の再生に取り組む挑戦者の硝が広ま

ることを期待したい。

( おおいし たカふみ l  

アミタ側持続可能経済研究所 |二級研究員 l
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2011年からの大阪

橋爪紳也

1960年大阪市生まれ。 建築史 家。 イベ

ン 卜学会副会長。 京都大学工学部建築学

科卒業、 大阪大学大学院工学研究科博士

課程修了。工学博士。

『倶楽部 と日本人] r大阪モダンJ r集客

都市J r明治の迷宮都市J rゆく都市 く

る都市l ほか著書 多数。
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- 都市成長のエンジン

20世紀は「都市化の時代j であ った。対し

て21世紀は「都市の時代j であるとみてよい。

日本で暮らす私たちはいま、少子高齢化社会

や人口減少社会の到来、生活の成熟化とい っ

た要因を前提に議論をしている 。 しかし地球

規模でみれば、人類はとれまでにない、紙験

したことがない爆発的な人口増加のさなかに

ある 。2000年に61億人程度であ った世界の

人口が、 30年後には80億人を超えるであろ

うとする推計がある 。

この傾向を予測しつつ、 1996年、ハビタ

ット2 ・イスタンブール宣言では、都市こそ

が「成長のエンジン」だと強調した。今後、

増加する人口のうち、かなりの割合が都市に

住むことになるというのだ。実際、世界各地

で人口集中が進み、経済力にあ っても 急成長

を遂げている都市は少なくない。

かつて都市は、解決するべき問題が 山 ｻ｛ｾす

る場所であった。たとえば日本では国土計画

のなかで、大都市に集中しすぎる人口を地方

に分散するべきだという議論があ ったことを

d思起する。 しかし現状は状況が違う 。エネル

ギー問題、 地球環境問題、食糧問題などにも

目を配れば、都市への人口集中を是認するこ

とが必然となるだろう 。そのうえで都市と呼

ばれる 「人が集ま って暮 らすかたちJ をいか

にリ- デザインするのかに、人類の将来がか

かっているといっても過言ではない。

このような状況を仰|敵するとき、人口減少

が予測さ れている日本は例外であり、 |立界の

諸者11市とは別の土俵で議論をなすべきだとい

う意見もあるだろう 。 しかし日本の各地方に

あっても、市町村の合併がすすむなか、都市

への再集［ｦ ｩｾ が進展する傾向にあるのではない

か。また現時点で人口爆発を受け入れ成長期

にある世界の都市も 、速からず成熟の|時代を

迎えることは必然だ。文明史的観点にたてば、

少子高齢化社会を迎え成熟社会に突入する日

本の都市の経験は、少なくともアジア地域で

は先導的なモデルとなるはずだ。

乙のように考えるならば、人口減少を、国

力の低下を示すと危機感を煽るだけでは不十

分だ。経済成長を続けるアジア各国と比して、

して、新たな成熟社会 をかたちづくる実践の

!時期に入 ったとみるべきだろう 。

都市にあ っても同様である 。私たちは、前

提のないまちづくりのフロンティアにいると

いう自覚が必要だ。近未来を見据えつつ、工

業化社会に対応し、高度経済成長期に整えら

れた近代都市という 「社会 ・文化・ 経済シス

テム」を抜本的に見直し再編成する絶好の機

会にあると意識するべきだ。現H寺点にあって

l噴出しているさまざまな謀題は、転換期につ

きものの苦痛にほかならない。

- 都市の「創り直しJ に向けて

大l阪も例外ではない。私たちは技術力や創

造力を総動員して、新しい理想都市を描 くべ

き|時期にある。近年、 「都市再生j の旗のも

とに大阪でも市内各地で再開発がすすめられ

ている 。北嶋田など操車場や貨物駅の跡、大

阪大学医学部・附属病院跡地の再開発事業を

はじめ企業のオフィスビルの更新がすすむ中

之島西部などでは、オフィスだけではなく商

業施設や超高層住宅、テレビ局や新聞社とい

ったメディア機能、大学のサテラ イトな どを

彼合する再開発がすすんで、いる 。このような

事業が、大阪再生のフラ ッグシ ップとなるべ

きだろう 。

阪大病院跡地ですすむ再開発

もっとも都市の周縁者11にある遊休地を対象

とし た再開発事業だけで、者11市が再生を果た

すとは考えにくい。私は、 空洞化した都心に

こそ目を向ける必要があると考えている。戦

後復興から高度経済成長を達成するなかで、

職住が近接していたまちなかの生活は崩れ去

った。住まいや工場、大学は郊外に転出し た。

資1童仙if l直のある中心rlJi:IJ 地は、オフィスビル

が占拠する業務地区や金融街、あるいはデパ

ー トや専門商、卸売 りの! 苫が集積する商業地

に土地利用 を純化 させた。経済成長期にはそ

私たちは衰退の時期にあるのではなく、先行 れが成功モデルであ ったのだろうが、近年の



産業構造の変化に都市そのものがうまく対応

で、きたとは思えない。

私は、まちづくりや都市言| ・画の領域で、「創

り直し」という概念の意ニ識を強調している 。

人口減少社会を前提としつつ、どのような社

会基盤を構築するべきかが議論されている 。

同H寺に、戦後高度経済成長期にかたちづく っ

た基盤の更新も始ま っている。不要となる向

架道路を撤去しよう、あるいは将来的に不要

となる宅地は緑地に戻そうといった類いの議

論である。私たちは者11市基盤のありょうを抜

本的に考え直し、次世代の生活に適した内実

と水準に「創り直すj 乙とが求められている 。

大阪にあっても再開発型の者11市再生に加え

て、既存の市街地の陥lり直しJ に着手する

必要がある。

そこにおいて今後は、「マネ ジメント 」の

発想が不可欠となるだろう 。既成市街地にお

ける公共空間や土地 - 建物の活用をはかるう

えで、景観・広告、道路利用、込ｾ築、活性化

の制度・仕組みなど、さまざまな要素を議論

の姐上に載せて、 地域のfrUI 値 を高める事業を

住民や企業市民などが主体となって、総合的

にすすめる実践である。

すでに各地で地権者やデベロッ パーが中間

法人やN POを結成、公共通路などの管理に

加えて、 地域プロモーシ ョンや各極のイベン

ト、公益性のある活動など、街区のブランド

力を高めるソフト面でのエリアマネ ジメン 卜

を実践しているグループがある 。大阪でも大

阪ビジネスパーク開発協議会、NP O法人長

堀21世紀計画の会、御堂筋ネ ッ トワークなど

の活動は著名だ。また北大江地区まちづくり

実行委員会が、匡|土交通省土地 ・水資源局土

地政策謀からエリアマネジメント批准団体と

して活動の補助を得ている 。せんば元気の会

など、多数のまちづくり組織のプラ ットフォ

ームを目指す団体の活動にも注目するべきだ

大阪が今日直面している行政の財政難を克

服、経済的な困翼I1を打開することは当然で、あ

る 。 同日寺に、 ｩｬ Ｈ Ｈｾ もが大阪に憧れ、大阪で暮ら

せば幸せになることができるという想いを共

有することができるように、都市のビジ ョン

を描 き直すことが求められている 。その方法

論として、ひとつには都市格の向上による都

市のプランディング、ひいては付加価値であ

る文化力 をも って地域ブランドを高める実践

が不可欠である。

背景には、文化にかかわる意識の変化があ

る。かつて1970年代には、文化行政を水道

にたとえる議論があった 。 ＹＨ ｾ 口をひねると水

がでるのが当たり前であるように、者11市にあ

って誰もが文化を享受できる環境が整ってい

るのは当然のことだ。だから文化行政を重点

化 し、市民が文化的な営為を行うための基盤

を整え、同H寺に「行政の文化化j をはかろう

という主張である 。欧州、ほどでは常識とも思

われるこの極の規範が、いまだわが国では定

着してはいない。なおかつバブル経済が破綻

したのち今日にいたるまで、箱物行政は税金

の1照時対立L 、だとするメディアの攻撃にもさら

された。真に無駄な 「箱物j だけではなく、

生活文化に久' かせない文化施設群も、中身を

よく確認することなく批判の矢面にさらされ

がちだ。

しかし都市文化は消賀'するものという発想

から創造するべきものへと、発想の転換が求

められるようにな った。この発想を者11市に充

' するならば、知財 - コンテンツビジネスの

領域にあ って国際競争力を維持するために

は、文化 ・芸術にかかわる人材( 創造階級)

にとっても魅力的な都市基盤( 創造基線) を

用意するのが当然とする政策議論になる。従

来の文化振興策を超えて、文化経済の発展を

契機として新たな都市像を提示することが都

市再生への処方護となるというわけだ。この

ろう 。基盤の「創り直し」に加 えて、都市を 議論を詰めてゆくと、都i P 間競争が極まるほ

運営する方法論そのものの転換も始ま ってい どに、文化の消賀'者である 一般の市民ではな

るのだ。 く、生産者 ・供給者ーであるクリエイター側か

- 都市ブランドと文化のまちづくり

「創り直し」の対象は者11市基線、すなわち

ノ、ードだけではない。都市のイメー ジやビジ

ョンも「創 り直す」ことが求められている 。

らみた文化に重きがおかれることになる。

大阪でも今後は、市民の誰もが 「文化の消

費者J であると同時に、 「文化の創造者」で

あるという自党が求められることになる 。そ

こにあ って創造産業を基幹産業のひとつとし

てや1
1ばすべきだという 「創造都市J をめぐる

議論を感んにする必要がある 。 とりわけ

I CT、サイノ Tーアート、デザインなどの令頁城

の重点化が望まれる。

もう 一点、注目するべき論点が「文化の多

様性J をめぐ って生じている。企業経営にあ

っては、 ダイ/ ' I シティ ・マ ネジメントという

発想がある。 さまざまな文化的背景の人材、

社会的少数者を組織内に取りこむことで、戦

11I (i 的に企業活動を多義的に発展させようとい

う実践である 。この発想を都市や地域に拡張

すれば、多くの人が移動 ・交流し、結果とし

て多彩な市民がともに暮らす社会が想定さ れ

る。この視点からみても、既存の地域文化 ・

止活文化をめぐる議論だけでは十分ではな

い。 さまざまな機能が集積しているという点

に都市の本質的な魅力があり、だからこそ才

能がある人や新規の投資が大阪に集ま ってく

ることを、私たちは乙れまで以上に自党する

べきではないか。

これまで1 : 1本の諸都市は、西欧が提示 して

きた近代 システムの影響を受けつつ、白文化

との融合のもとに独自の発展を遂げてきた。

私たちは、この国に発展した都市を、日本文

明のきわめて個性的な所産として誇 りに思い

つつ、経済と文化の普き関係と良き循環を 内

に持つ 「持続可能なアジア型の都市モデル」

として 世界に再提示することができるかどう

かが問われている。大阪に|恨っていえば、関

西を宣伝引する巨大都市という l主1ft に加えて、

東京を補完しつつ 「日本j を背負う気概を持

つ都市として、みずからのビジョ ンと針路を

小すべき時期にある。50年、 100年の計をも

って都市基線と都市文化の 問iJ り直し」が必

要であり、「文化のまちづくり J の必要性を

繰りかえし主張するゆえんである 。

( は しつめ 川 大阪 附大学教授

大阪市立大学青1¥市研究プラ ザ特任教授
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「建築と社会」誌

大正6年3月に誕生した 日本建築 協会 本建築協会雑誌J 、さらに1年後には おりで、パ ッ クナンパー ｬ Ａｬｾ入希望は、

(当H寺・関西建築協会) の、機関誌 「建築と社会J と改題し、今日に至 日本建築協会事務局 ( TEL 06- 6946-

は大 正 Ｖ 年 Ｙ 月に 「 関西 建築 協 会 ｾ ｈ ｦ 誌 」 っている。 6981、F A X 06- 6946- 6984) まで。
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神戸市建築物の安全性の

確保等に関する条例

金本忠義

神戸市都市計画総局建築指導部建築安全課主査

阪神・ 淡路大震災では、多くの命が建築物

の倒峻により失われた。そのとき私たちは、

珪喋物の安全性がいかに重要で、あるかを痛感

した。震災の教訓 を踏まえ、 神戸市では平成

11年に「建築物笈宝安心多訪包計j ! l j j J を策定し、

中間検査や完了検査の確実な掲泡、違反建築

物の早期発見と早期是正、いわゆる対闘ビル

などへの遠反是正指導の強化など、建築物の

安全性の確保を図るためのさまざまな施策に

取り組んで、きた。

方、いわゆる桝造計算告偽装問題や相次

いで発生した建錠仰や建築設備 などにおける

事件 ・事故により、今日、建築物の安全性に

対する信頼感は大きく嬬らぎ、本市にとって

も改めて佐喋物の安全性の確保が大きな諜題

となっている。 また、既存建築物の耐震改修

の促進も本市の喫緊の諜! i ! N となっている。

このような状況を受け、市民が安心 して暮

らすことができるよう、総合的かつ計画的な

主l! 禦抑の安全性の確保を図ることを目 的とし

た「神戸市建築 |勿の安全性の確保等に関する

条例」が制定され、今年 7 月 l 日から施行さ

れることとなった。

l 新条例の概要

第 l :U

.  EI的

.  il i長、指定確認検査機関、辿築

者等及びili 民の責務

ili 長は、建築物の安全性の確保のための施

策を総合的に笑施するための計画を策定

し、施策を実施する 。

第2:4t 建築等における安全性の確保

市長は、建築基準関係規定に適合している

か否かの判断基準( 確認税管基準) を策定

する。

.  ili 長は、その職只に指定確認検査機関によ

る完了検査 . "1:'lm検査に立ち会わせ、その

業務の状況を調査することができる。

ili 長は、指定確認検査機|持|による建築確認

を失効させる等の措idをしたJLj 合、公表す

る。

第3tt 建築物の維持保全等

・建築物の所有者( 管理者) は、建築確認Ef3ili 'j

i!?類や竣工図等を保管するように努める 。

rli 長は、その職員に小規模な飲食ピル等へ

立ち入らせ、 ｬ ｩＱ ￭ 火や ｾｾｉ ｉＮの観点から必要な

指導や助言を行う乙とができる。

- 定)朗報告対象建築物( 遊戯施設含む) にお

いて、建築物や建築設備を原因とした亜大

事政が発生した羽合、所有者( 管理者) は

市長への庭1，'J I，を行う 。

第 4:41 建築物の両惚Z改修等の促進

- 市長は、両惚改修促進計画を策定し、施策

を実施する。

建築物の所有者は、師、 ｲｾ 診断 ・ 耐震改修を

行うように努める。

市長は、恥問診断 ・市惚改修を行おうとす

る述築物の所有者に対し、技術的援助を行

い、または経質の一部を助成することがで

きる 。

第 S i;'i: 補則

なお、「神戸市建築物等の安全、 |切火、衛

生等に関する条例 J ( 平成11年) で規定され

ている建築基準法第40条及び第43条第 2 項

に基づく建築物の安全、防火、衛生等に関す

る基準( 委任規定) 及び防災計画の作成 - 届

出に関する規定を新条例 の第 3主主に受け継

ぎ、 加 えてその他の建築基準法の施行に関し

必要な事項を定めることで、総合的で、計画的

な建築物の安全性の確保等を図ることとして

いる 。

l 新条例の特徴

新条例の特徴は、概ね次のとおりである 。

・ミ ッションを明確に打ち出したメ ッセージ‘性

阪神 - 淡路大震災を経験した神戸市とし

て、今、改めて「条例 j という 形で「建築物

の安全性の確保」と L、うミッションを 明確に

打 ち出 し、すべての関係者へ強いメッセージ

を送ることによって、その自覚を促す。

・ 「自助・共助 ・公助j による建築物の安全

性の確保

建築物の安全性の確保に関係する者が、責

務を果たしつつ相互に協力し、行政がセーフ

テイネッ トの役割を果たすことによって、建

穀物の安全性の般保を図り 、市民が安心 して

暮らすことのできる社会を共に築く 。

・建築基準法等の補完による総合的な取り組み

建築物の安全性の確保が自治事務であると

いう自党に基づき、自主規定により法律を補

完し、その実効性を高めるとともに、自.: t規

定と委任規定の一体化 により、総合的に建築

物の安全性の確保を目指す。

「自 助 ・共助 ・公助j により建築 物の安全

性の[i 在保を図るという考え方は、阪神 - 淡路

大震災の統l験と教訓を生かし、 協働 と参画の

まちづくりを進める本市として独自性の高い

ものと考える 。また、自主規定と委任規定の

一体化 による総合的なまちづくりは、同1
1
戸

市青11市景観条例J ( 昭和53年) や「神戸 市地

亙計画及びまちづくり協定等に関する条例j

(昭和156年) 、さらには「神戸市民の住環境

等をまもりそだてる条例 J ( 平成 6 年) など

の例からわかるように、従来より本市で取り

入れている方式である 。

l 新条例制定の建築行政上の意義

「建築物の安全性の確保等に関する条例」

制定は、「建築物の安全性の確保J という行

政目的上の意義とは別に、本市の建築行政上、

大きく 3つの意義があると考えている 。

第 l の意義は「建築行政の条秒u{:本系の概成

とミッションの明確化」である。いわゆ る集

団規定に対応する本市の条例 としては、 既 に

「神戸市民の住環境等をまもりそだてる条例j

があり、今般の単体規定に対応する新条例 の

制定をもって、 2つの条例を両輪とする建築

行政の条例体系が一応の完成を見たとととな

る。併せて「建築物の安全性の確保j と日主

環境その他都市環境の保全及び育成j とL 、う

本市の建築行政七の 2大ミッションが、条例

という法形式で明確になったことになる 。

神戸市建築行政の条例体系

第 2 の意義は「布li完性の原理に基づく建築

行政の行白並j である 。人 口減少 ・少子高齢化

社会の到来は行政の提供する公共サービスの

縮小を余儀なくするが、新条例は民間の指定

確認検査機関を公共を担う重要なパートナー

と位置づけ、本市の建築行政の目 的を共に達

成していくという方向性を打 ち出 している 。

第 3 の意義は「自治事務としての建築行政

の取り組みJ である 。平成12年 の地方 分 権

- t司法の施行により鐙築基準法に|刻する事務

は自治事務となり、建築行政の目 的達成のた

めに必要ならば、自主条例の制定をfi 'j極的に

検討する必要があると思われる 。今般の新条

例の制定は、法律に規定された事務に着実に

取り組みつつも、法律を補完しその笑効性を

さらに高め、自主的かつ総合的に建築行政に

取り組むという本市の意思の表れでもある 。

条例は、ある行政目 的に対する基本的な姿

勢や施策の枠組みを示すものであり、今後は

L体的な施策の中身が問われる段階に進んで

L 、くものと考えている 。 (かねもと ただよし)
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東大阪市旭町庁舎の

空調改修工事

吉岡由勝

東大阪市建設局建築部建築営繕室主任

旭町庁舎は1964年に竣工し、約40年がf出品

した建物である。かつて枚岡市庁舎として建

設さ れ、 1967年、布施 、河内、枚岡の|日3市

が合併をして東大阪市が誕生した|際、 旧東大

阪市東支所となった。現在は東地区の旭III J 庁

舎として位置づけされている。

竣工後、 1980年に対見模な熱源設備の更新

がなされ、その後、部分的な更新補修も笑

施したが、約25年を経過して空調熱源や既設

設備の多くが老朽化 してきたことで、全面的

なリニューアル時期を迎えた。

所在地東大阪市旭町1 - 1

延床面積 4407.94 rri 

構造規模 R C造、地上 3 階一地下 l 階 浴 屋 2 階

写真 1 正面全景

旭町庁舎は地階に機械室 - 福祉事務所 ・土

木工営所、 11潜に図書館 ・行政サービスコー

ナ一、 21省に保{建センタ一、31絡に各執務室 ・

会議室倉庫( 当初議場) など‘ が入った複合

施設となっている( 写真 1 ) 。

既存の空調システムは中央熱源方式とし、

地階の機械室に冷熱源としてターボ冷凍機

180R T X  1 台、温熱源として重計11焚き 蒸気

ボイラ - 636k WX 2台で桃成されている。

l 空調システム更新の検討

旭III J 庁舎は中央熱源方式をとって全館空調

運転しているため、図書館と各執務室 ・保健

センターとの執務u寺問、使用形態の遠いに使

いj勝手の不使さが生じており、また土日の図

書館営業時でも未使用室が空調さ れるので無

駄な運転が多かった。

そこで、省エネ性と快適性の向上を考え、

30 建築と社会 ・2∞8.4

個別空調方式に着目した。個別空調方式であ

るGHP ( ガスヒートポンプ) と E HP ( 電気

ヒートポンプ) を比II変検討した結果、ランニ

ングコストの削減、環境配慮に寄与した

GHPハイ パワーマルチ( 発電機能付) を採

用することにな った。

l 空調設備の改修

室外機はGHPハイ パワーマルチ( 発電機

能 付 ・グ リ ー ン 購 入 法 対 応 機 種 ) 20HP  

(56.0k W)  X  6台、16HP (45.0kW)  X  3台

の合言 l' 9 台を設置して168HP (471kW) と

なり、室内機は天井カセット x38台と天井

吊型 X 33台、床世き型 X 1台で合計72台の

設置となった。

工事期間は平成17年 8 月中旬からの 3 カ

月間で、熱源改修は空調中間期をねら って行

った。通常業務をしながらの工事のため、作

業時間や騒音 ・振動に制約がかかり、主に夜

間・休日を利用して工事をした。図書館は特

別な休日期間を 1週間設けてもらい、工事を

行った。

建物内の空調工事は、必要場所に天井点検

口を設けて、点検口より冷媒管、 ドレン管を

施工する工法である。既設空調ダク ト、既設

l次出口は原則として撤去しないが、 新設に伴

L、干渉する部分のみ撤去した。地下 l 階、 l  

|絡の室内機はアネモ吹出口 を撤去し、天井カ

セッ ト型を設置し( 図 1 ) 、その他は基本的

には天升ニ吊型を設置した。

室外機は |  既設アネモC35撒去詳細図

庁舎四世111の l  

盟主: 輪場スペ

ースを利用

し ( 写 真

2 ) 、 5 台

と4 台の 2

列に並べて、

その聞に冷

媒管を通し、

R Dダクト

にて施工し

た。

斜線部分搬去

既設アネモ撤去後空調機据え付け図

t J -

謹 ｾ ｌ 通 ｅ Ｔ は 笠墨

図1 空調機据え付け図

写真 2 室外機設置状況

l 改修工事の結果

- エネルギー使用量とランニンクコスト削減

の効果 改修前は平成15年度をベースに、改

修後は平成18年度の 1年間の実絞値により、

改修前後のランニングコストの比較を行っ

た。エネルギーを電気+ 重油からガスへと転

換したことで、 トータル年間4，270千円( 約

32%) の削減が可能となった。

. C 02排出量の削減 改修後の省エネ化に伴

うC02i11均出量の削減を表 1 より検証してみる

と、電気使 用 立 による C02排 出 品 は、約

297.9t- C02/年から約158.4 t- C 02/年に削減

され、電気方式からガス方式への t伝換で、ガス

使用量に よる C 02排出量は約2.3t - C02/年か

ら約102. 6t-C02/年に、重油は約89.4t - C02/

年削減され、 トー タルで、は約389. 6t - C02/年

か ら 約261t- C02/年 に 削 減 さ れ 、 年 間 約

128. 6t - C02  ( 33%) が削減されたことになる。

表 1

改修前 改修後

光熱'1'i {史用iE

金古H

f史)'1' 1立

金額

( 千円) (千円)

m気代 536，750kWh 11，860 285，430kWh 5，212  

ガス代 J，OJOni  140.8 44，800rri 3，618.3 

A重i) 1l代 33，000 e  1，099 

l 空調システム改修の効果

l凹IJ 庁舎はコンクリー 卜の打放し、反り返

った庇は迫力があり、印象に残る建物である。

今回の工事で、は、その外部の景観をできるだ

け: til なわないように岡町在、した。

今回のGI-I P個別空前化により、未使用筒

所の停止や各室の利用状況にあった運転が可

能となり、省エネ性と快適性が向上した。地

下の機械室の空調熱源設備の撤去( 写真 3 )

により約200m' のスペースが有効利用可能と

なり、受水糟を設置した( 写真 4 ) 。

写真3 改修後機械室 写真 4 受水槽

また、保守業務としてはボイラ一等保守管

理、重油タンク点検、空調熱源運転倒牒務

が不要となり、 GHPフルメンテナンス契約

を差し引き年間1，200千円の保守業務費削減

と、ランニングコストは年間4，270千円の削

減で、合計 5，470千円/ 年の削減効果が得ら

れた。乙の削減効果に対し、空調システム改

修の総工事賀用約100，000千円を投資したこ

とを考えると、投資|亘|収は約18年となる。そ

して C 02削減訟は約128.6t- C 02/年と、環境

負荷低減に貢献することができた。

今後は他施設の空調熱源の更新で高効率化

やシステム改善、省エネルギー化を図り、 地

J.:J(il u'，暖化の原因である泡室効果ガス C 02の削

減に努め、環境負荷低減に積極的に取り組ん

でいきたい。 ( よしおか よしかっ)
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砂セーフティネットイ呆証( 5 号) の

対象業種の追加指定及び現行

指定関連業種の指定期間延長

について

改正建築基準法の施行及び原油価格の高騰等

に伴い、全国的に関連業種に属する中小企業

者の業況が悪化していることを踏まえ、関連

中小企業者への金融の円滑化を図るため、セ

ーフテイネット保f ，iE ( 5 号) の対象業種の追

加指定を行うとともに、現行指定業種の中で

影響を受けている指定期間を延長するととと

した。詳細は下記問合せ先ヘ

〔問合せ先〕

. 制度概要について

経済産業省中小企業庁事業環境部金融諜: 担

当/ 山口、東海林

電話/03-3501-1500 ( 内線5271ｾＵＩ＠

・建築材料等の製造 - 卸 - 小売業に関する業

種判断について

経済産業省製造産業局住宅産業窯業建材謀:

担当/ 栗原

電話/03-3501-1511 Ｈ 内線 ＳＷＶ Ｑ ｾＶＩ

・建築工事業に関する業種の判断について

国土交通省住宅局住宅生産謀 担当/ 青木

電話/03-5253-8111 (内線39421)

・木材関係業積に関する業種の判断について

林野庁林政部木材産業業種 : 担当/ 小倉、水

内電話/03-3502-8111 Ｈ内線 Ｖ Ｑ ＰＲｾＳＩ

・保証申請手続きについて

最寄りの信用保証協会

砂第15回空間デザインコンペティ

ンヨ/

日本電気板硝子側の製品を使つての提案部門

と作品例部門に分けた空間デザインコンペは

15回目を迎える。

ａ 提案部門Ｍｾ題 「自然のなかのロッジに生

きるガラス賞j

手づくり感があり第二の自然素材ともいえる

ガラス質は、ロッジの空間を構成する婆索と

して、機能的にもデザイン的にも有効な建築

材料である 。ロッジの建つ場所は自然のなか

であれば、森、 111、海、神! などいずれの場所

であってもよい。規模や椛造、場所の設定、

使用するガラス質の選定は応募者各人の自由

な想定に委ねる 。自然との関係を十分配慮し

て、これからの時代にふさわしい自然のなか

に建つガラス質の生きたロッジを提案しても

らいたい。

提案図面/ 提案の意図を表現する図面及び簡

単な説明文( 模型写真を含む) 。縮尺はいず

れも自由。用紙/ 中平I j ケント紙一枚に収める 。

鉛筆、青焼き、墨入れ、着色など自由。

B作品紗IJ 部門ーガラスブロッ夕、ネオパリエ

& ラピエ& フィノ、ファイアライト、グラソ

ア、チュービ一、アクラス、ベルーナ、その

他の製品など日本電気-li W子社製ll fAを使用した

作品例。

応募資格Ｏ本コンペ過去 Ｑ ｾ Ｑ Ｔ 回の入賞作品

を除き、 2008年 8 月8 日( 金) までに竣工した

建築物、構造物。ひとつの登録に対し、 l 物

件とし、設計した個人または組織に限る 。

登録申し込みは、 2008年 8 月 8 日 ( 当日消印

有効) 。応募締め切りは、 2008年 8 月20日( 当

日消印有効) 、持参は正午まで。

審査員/ 北川原潟( 東京重量fi li J 大学教授) 一委

員長一、横山孝 治 ( 山下設計) 、青111浮( 青

山浮建築計画事務所) 、大工信隆( 日本電気

硝子)

・コーデ ィネーター/ 馬場埠造( 建築情報シ

ステム研究所)

賞 金 A ( 提案部門)

金賞l 点100万 円、銀賞l 点50万円、

銅r1'1点30万円、佳作5点各10万円

B  ( 作品例部門)

金賞l 点50万円、銀賞l 点30万円、銅

111点20万円、佳作5点各5万円

申込み 官製lハガキ、インターネッ ト

(htt p: //www. kenchi ku.co. jp)  ， F  A X  

(03-3818-67 42) のいずれかで登録。

応募作品も下記へ。

側主rr 建築社空間デザイン コンペ

ティション ー提案部門か作品例部

門か明記→系

〒113-8501 東 京 都 文 京 区 湯 島

2-31-2 ＧｩＧ ｾｧ 古 ＰＳ Ｍ ＳＸ ＱＱ ＭＷＱＰＱ｣ｲ Ｍｬ￶

砂NI SCイソバンドデザインコンテ

スト

日鉄住金鋼板附が主催する、自社製品を使用

した建築物の完成写真によるコンテスト 。商

品の特性 を生かし新しい時代に向けてのデザ

イン性、機能性、快適性を追求し、感性差是か

に表現した作品を求めている。

応募資格 ・ ＲＰＰＶ 年 Ｔ 月 ｬ 日 ｾＲＰＰＸ 年 Ｔ 月

30日に竣工した作品

- イソノ T ンド、エスガード、イソ

ダッハを使用した国内外の建築物

応募者は、設計者 ・施工者 ・施

工のいずれも可 ( ただし、関係者

の了解をあらかじめ取る乙と) 。

共同応募も可。

応 募 登 録 イ ン タ ー ネ ッ ト (http: / / www.

l<ench  i  ku. co. jp/  ni sc/) も し く は

F A X  (03-3818-6742) に氏名 ・

勤務先・勤務先所在地 と〒 - 所

属部課名 ・電話 . F AX ' メール

建築と社会 圃2∞8.4 31 



アドレス - 応募作品の建物名を

記入して、 2008年 4 月16日まで

に登録。

応募作品 「応募用台紙j に完成写真( カラー)

をJ 1占り、 2008年 4 月30日までに

提出。

提 出 先 (関建報社内「第 5 回NI SCイソパ

ンドデザイン コンテスト事務局

審査委員 鈴木博之( 東京大学大学院教授)

山本理顕 ( 建築家. ;横浜国立大学

大学院教授)

武田厚( 日鉄住金鋼板側代表取

締役社長)

11 グランプリ l 点50万円、優秀賞 2

点各30万円、部門賞 5 点各15万円

ほか

砂平成20年度ビオト- プ管理士

セミナ一

平成19年度ビオトープ管理士資格試験の合

格発表が昨年12月22日あり、 受験申込者2372

人の中から 668人が合格した。

平成20年度ビオトープ管理士資格試験は本

年9月28 日に実施されるが、例日本生態系協

会はその対策講座として セ ミナーを ｲｊｾ Ｑ f催す

る。自然環境全般に関する基礎知識から、関

連する法律・制度や現場での具体的な対応方

法に至るまで、幅広く学習できる場として受

験者以外の人々の参加も見 られる 。

受講料は一般25000円、学生20000円。

・東京会場/ 申込締切 5 月30日

日時 2008年 6 月 7 日( 土) • 8  EI  (EI) 

会場 S Y Dホール (J Rl l l手線代々木駅)

定員 200名

・ 大 ｼ 仮会 ｪ 品 Ｏ ｉｾＢ 込締切 Ｖ 月 ＲＰ 日

日時 2008年 6 月28日( 土) .  29EI  ( 日)

会 場 新i梅田研修センター (J R大阪駅)

定員 200名

・名古屋会場/ 申込締切7月4日

日時 2008年 7 月12 EI  ( 土) ・131: 1(1: 1)  

会場栄ガスピル・ホール( 地下鉄矢場IIIJ 駅)

定員 100名

最新情報は、例日本生態系協会http:// WWI V .  

ecosys. or. jpl  eco- japanl で、随時更新している 。

砂竹中大工道具館「技と心j セ

ミナー

セミナーの参加希望者は、往復はがき l 枚に

( セミナー名 ・名前( フリガナ) ・郵便番号 ・

住所 ・電話番号) を記入して申し込む。

会場竹中大工道具館 TEL078- 242- 0216

神戸市中央区中山手通4-18-25

時間 13:  30- 15  :  00 
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定員 35名

参加 無 料 (別途入館料が必要)

. 土壁下地のっくりかたー各地で異なる土

蔵の技術を中心に書く一

日時 2008年 5 月17日( 土)

講 師 西山マルセーロ( 竹中大工道具館主任

研究員)

申込先 〒560-0004 神戸市中央区中 山手

通4-18-25 竹中大工道具館「技と

心」セミナー係( 5 月2 日( 金) まで)

一土蔵の基本的工法の中から、下地づくりを

中J 心に解説。

惨「南画って何だ? 近代の南画

一日本のこころと美一」

兵庫県立美術館

で開催される標

記展覧会は、南

画、文人画の歩

みをたどり、 18

世紀から 受け継

がれてきた南固

に息づく日本的

精神を探ろうと

するもの。

2008年は兵庫県

ゆかりの画家、

村上華岳 (1888

-1939) 、水越松

谷文晃 〈遠山春色図) 1797年

絹本着色 154. 4x 91. 3 

静岡県立美術館

南 (1888- 1995) の生誕120年にあたる 。撃

岳の作品は文人画とも並び称され、松南の内

面の自由を重んじた作品は南画の近代的な解

釈とともに論じられている 。ふたりの創作に

共通する「南画・文人画」という絵画領域に

着目し、その画業を顕彰する 。

会 期 2008年 4 月22日( 火) - 6 月8 日( 日)

10:  00- 18 :  OO( 金 ・土は20 : 00ま

で)

月|曜日休館、ただし5/5、5/6は開館、

517休館

会 場 兵 庫 県 立 美 術 館 ・企画展示室

神戸市中央区脇浜海岸通1-1-1

入場料 ＱＲＰＰ 円、大高生 ＹＰＰ 円、 ｉ Ｚ ｉ ｾ 小生 ＵＰＰ

円

展 示 ・村上主jli 岳、水越松南、富岡鉄斎

- 先駆者たち一池大雅、与謝蕪村、

木村旅回堂、浦上玉堂、田能村竹

田ほか

・近代の南画家たち一松林桂月、水

田竹園、 山口八九子ほか

- 新南画一橋本関雪、小野竹喬、速

水御舟ほか

- 洋画家たちの南画一高鉄五郎、安

井曽太郎、児島善三郎ほか

招待券は日本建築協会 (T E L06-6946-6981) ヘ。

砂「聖徳太子ゆかりの名宝j 展

大阪府南河内郡太子町にある叡福寺は、聖徳

太子のご|凌のある寺院として知られている 。

一方、大阪府羽曳野市に伽藍を構える野中寺

は聖徳太子の発願 - 蘇我馬子の鐙立と伝えら

れる 。そして八尾市の大型JI券箪寺は太子が蘇

我氏とともに物部氏と戦った合戦場に建ち、

「河内三太子j と称され、多くの参拝者を集

めてきた。

叡福寺所蔵「聖徳太子絵伝J の修復が今年完

成し、鮮明な色彩が500年ぶりに蘇ったこと

を記念して、大阪市立美術館では「河内三太

子」に伝わる宝物約120点を展観する 。

会 期 2008年 4 月26日( 土) - 6 月8 日( 1: 1)

9 :  30- 17 :  00 

月曜日と 517は休館、 4126- 5/6は

無休

会場大阪市立美術館( 天王寺公国内)

て阪市天王寺区茶臼山III J l -82

観覧料 一般1200円、高大生900円

展示叡服寺の聖徳太子絵伝、 一遍型絵巻

第八、四天王寺御手印縁起、文殊波

海図、木造地蔵菩際立像など約120

点

招待ー券は日本建築協会 ( TEL06-6946-6981) へ。

重要文化財

金銅弥勤菩薩半捌像

白鳳時代・ 666年

大阪・野中寺蔵

砂「再考ー西宮と 6 人の美術家J

2008年 4 月 l 日に兵庫県西宮市が中核市に

移行するのを記念して、西宮市大谷記念美術

館では、西宮市にゆかりの深い美術家6人の

約80点の作品を展示する 。

会 期 2008年 4 月5 日( 土) - 5 月11 日( 日)

10:  00- 17 :  00 水|限日休館

会 場 西 宮市大谷記念美術館

西宮市中浜町4-38

入f [ {料 500円、高大生300円、小中生200円

展 示 洋 画 家 - 伊藤慶之助 (1897- 1984)

洋画家 ・須田魁太 (1906- 1990)

陶芸家 - 荒木高子 (1921-2004)

グラフィック ・今竹七郎( 1905-2000)



抽象画家 ・津高和一 (1911-1995)

彫刻家・ 山口牧生( 1927-2001)

招待券は日本建築協会 (T E L06-69'16-6981) ヘ。

砂特集展示「新収蔵資料展J

大阪歴史博物館では、 旧大阪市立陣物館開館

11寺から今日まで、大阪にゆかりのある文化財

の収集に努めてきた。 その結果、現在では、

歴史 ・美術 ・考古 ・民族・ 芸能 ・建築などの

分野において、約11万点の資料を所蔵してい

る。今回は、その中で平成16年度以降か ら新

たに館所蔵となった資料から 代表的な ものを

中心に80点を紹介する 。

会 期1] 2008年 4 月2 日( 水) - 5 月19日( 月)

火|曜日休館 4129、5/9日除 く

9  :  30- 17 :  00 (金u程 20 :  00まで)

会 場 大|仮歴史博物館 8 階特別展示室

大阪市中央区大手前4- 1-32

地下鉄谷11町線 ・中央線「谷町四丁目」

下車、 9号出口前

電話06-6946-5728

観 覧 料 大 人600円、高大生400円

中学生以下、 65歳以上無料

「同潤会此花住宅」昭和16年 4 月号建築と社会掲載

砂サントリー美術館 開館 1 周年

記念展「方、レとジ、ヤボニスムJ

フランス ・アール ・ヌーヴォ一期を代表する

エミー j レ・ガレ (1846-1904) は、フランス

北東部ナンシーでガラスと陶器の創作活動を

開始した。19由紀後半、 ジャポニスムと 呼ば

れるブームの中で、ガレが30年余にわたり手

がけた作品には、日本美術との結びつきが見

受けられる 。

本展でで、は、ガレに見られるジヤポニスムの変

選を約14刊Oi件t牛ドの作『俣品lJA1il で

会 j期羽 2却O∞O侃8年 3  月201:日Eヨ1- 5 月11 日( 日)

日 月 - 祝/ 10 : 00- 18  :  00 

水~土/ 10 :  00- 20 :  00 

火u程日 休館 (4129、5/6は開館)

4/30と517はイ木Ii 官

会 場 サ ン トリー美術館( 六本木 ・東京ミ

ッドタ ウンガレリア ＳＱｾｾＩ

東京都港区赤坂9-7-4

入館料 1300円、 大高生1000円、中学生以

下無料

展 示 ・コラージュされた日本美術一日本

の浮 世絵や工芸品からモチーフを

転用ー

・身を潜めた日本美術一日本の美術

を取り入れながら、西洋的な表現と

の融合を試みる一

・浸透 した日本のことろ一 「ものの

あはれ」など日本的な感覚が、ガレ

の世界観の中でどのように昇華さ

れてい ったか一

Ｎ ガレと 蛸的ーモ チーフとして ＥｾＹＡ 令

を選んだガレー

萱 〈過ぎ去りし苦しみの葉) 1900年

サントリー美術館蔵( 菊地コレクシヨン)

砂「杏雨書屋J 開館30周年記念

展示を見る

日 時 2008年 4 月 8 日( 金)

場 所 武 田 科 学 振 興 財 団 ・杏雨書屋

2 回展示室 TEL06-6300-6815  

参加費 一般1800円、会員 1500円

集 合 阪 急 卜三駅西改札口 10 :  00 

解散は16 :  00 (現代マンガ資料館)

申込先 NPO法人企業ミュージアムの教会

電話06-6872-0969

惨第 1 回大阪サステナブル

建築賞決定

大阪府では、平成18年 4 月から大阪府渦暖化

のi防止などに関する条例 を施行し、建築物の

環境配慮制度を 開始した。大阪サステナブj レ

建築賞は、この条例の規定に基づき刺殺した

ものである 。審査にあたっては、 CASBEE

評価、大阪府の重点前畑iに加 え、具体的な環

境配慮事項の内容について、 「独創性・先進

性j 、「汎 用 性 普 及 性j 、「調和性・ 統合性」、

「取組姿勢・効果j の四つの視点による評価

も含めて総合的な評価を行った。

〔優秀賞〕

「浪商学園熊取 キャンパス A 号館O UHS"I:r央

棟」

「ロ イヤルパークス 桃坂」

〔特別賞〕

「日本通過! 株式会社大阪商支庖北港ロ ジステ

ィックスセンタ - J

浪商学園熊取キ ャンパスA号棟OUHS中央棟

ロイヤルパークス桃坂

日本通運株式会社大阪西支底

北港ロジスティク スセンタ ー
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理事会

第 7 回常任理事会

2 月27日( 水) 16: 00- 17 ・30

出席者佐ｾゴＧ会長ほか Ｘ 名

議 事 ( 1  ) 平成20年度事業計画( 案)

(  2) 平成20年度収支予勿( 築)

(3 ) 後援名義の使用承諾

( 4 ) 名誉正会只の般加

( 5 ) 役員の推服依頼

( 6 ) その他報告事項

編集委員会

第11 回編集委員会

2 月13日 ( 水) 18 ・00- 19 ・45

11'，' 市者設楽委員長ほか 5 名

議 事 ( 1 ) 3 月号「束海支部j 特集経

過報告

34  姐摂と社会 ・2∞8.4

( 2)  4 月号「まちづくり 2011年

宣言j 特集報告

( 3)  5 月号「新・ホテル物語j

特集の企画

( 4)  6 丹号「設備配管に役立つ

j 也i2対策j 特集の企画

( 5)  7 月号 1' *' 国支部J 特集の

企画

( 6 ) 各小委員会- 分科会の報告

( 7 ) 収支状況報血

(8 ) 報告

( 9) その他

第 5 回建築系分科会

2 月14EI  ( 木) 19 :  00- 20 :  30 

出 席 者 補 委 員 ほ か 4 名

殺 事 ( 1)  2008年 8 月号特集の企画

( 2 ) 今後のスケジュール

第10回構造分科会

2 月 l 日( 金) 18 ・00- 19: 20

出席者房安幹事ほか 2名

議 事 ( 1 )  1構造の頁J の企画

( 2)  12月号の構造特集

( 3 ) 情報交換

第 7 回設備分科会

2 月 6 日 ( 水) 18 ・00- 20 ・15

出席者 赤 滞 幹 事 ほ か 3名

議 事 ( 1 )  Ｖ 月号 ｉｾ ｉ 高時造部材の耐震 ・

fl jlj 様 ・免震対策J 特集の企

画

( 2)  1設備の頁j の企画

( 3) “ 測定機器シリーズ" 頁の

懸案事項

第 7 団施工材料分科会

2 月5 日( 火) 17:  00- 18 :  00 

出席 者 吉 田 委 員 ほ か 4 名

議 事 ( 1 ) 11月号の製f1t

(2 ) その他

第11 固法令分科会

2 月 5 日( 火) 15 ・00- 17 : 00 

出席者 中迫委員ほか 2名

議 事 ( 1 )  1法令 コーナー j の企画

( 2)  10月号法令特集の企画

( 3 ) 仙4殺交換

第11回作品作風小委員会

2 月28 1:1 ( 木) 19 :  00- 20 :  00 

出 席 者 井 上副委員長ほか 6名

殺 事 ( 1  ) 作品の選定 4 作品

( 2 ) 作品の掲 i依状況並びに掲i' 夜

予定の報告

( 3)  1  gall eryJ 掲載報告 ・予定

( 4 ) 前回の編集委員会の報告

( 5 ) その他

第12回広告企画小委員会

2 月13日( 水) 17: 00- 18: 00 

出席者設楽委只長ほか l 名

議 事 ( 1)  3 月号「東海支部」特集経

過報告

( 2)  H I号「まちづくり 2011年

宣言 j 特集報告

( 3)  5 月号「新 ・ホテル物語j

特集の企画

( 4)  6J ' 卜勾「設備配管に役立つ

地w対策J 特集の企画

( 5)  7 月号 1'1'国支部j 特集の

企画

( 6) 広告頁「第一線の建築設計

担当者に 11fI くいち押し建

材・ 設備」シリーズの企画

( 7 ) 広告掲" 夜状況

( 8) 過去の広告収集状況

( 9 ) 収支状況報血

第10回10年委員会

2 月7 FI  ( 木) 19:  30- 21  :  00 

山市者 I河川別委貝長ほか 3名

議 事 ( 1  ) 現脇見学会

( 2 ) コンぺについて

( 3 ) その他

出版委員会

第10回出版委員会

2 月21 日 ( 木) 18 :  00- 19  :  15  

1a 所 利 彩 厨 房KATURA

出席者 上限委只長ほか 9名

議 事 ( 1 )  ( プロのノウハウ〉と特装

本の経過報告

( 2 ) 進行中のテーマについて

( 3) その他

入 会 者 ( 敬称略)

〔個人正会員〕

勝!河陽子 (紛伊藤建築設昔 I-:); J



ｐａｆｍａｃＨＯｾ フマックＩは Ｒ 管式［令温水システムをそのままに、

温水で冷房・冷水で暖房という年間自動冷暖房を可能とした

画期的な製品です。特に、ホテル客室向け専用機として静音化

したことにより、 多くのホテル客室空調クレームを解決させていま

す。尚、 4 管式冷温水システムに比べ、; 令水・温水の同時使

用が無い上、ユニット毎で必要な分だけの個別運転を行う為、

過大なエネルギコストがかかりません。

翼民時々 ｾｹ ＿，株式盆祉
〈本社・工場〉 〒243- 0213 神奈川県厚木市飯山 3150

T E L  046- 247- 1611( 1吃) F AX  046- 247- 5660 

営業本部 T E L 03- 5473- 8091 

電気の力でビジネスをサポート。

中部電力 中部電力株式会社

名古屋支庖

[ 電気の空調、E空調。]
TEL ( 052)  269- 1242 ht t p: //www.chuden.co.j p  
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空調・ 衛生・クリーンルーム設備

( 設計 ・施工)

組朝日工業社

本社 本 庖 東 京 都 港 区 浜 松岡Tl - 25-7 屯3M 3 ( 3432)  5711 

大 阪 支 社 大 阪 市 淀 川 区 加 ね1- 58- 59 'i ti:祈06 (6302)  2270  

支 庖 北 海 道 / 東北/ 北関東/ 繊浜/ 名古届/ 中国/ 九州

電気・ 空調・衛生・防災・ 産業廃水設備

設 計 施 工

・D ヲイヲJ 械式会社

本 庖 大 臨 本 社 〒550-0002 大阪市西区江戸繍 1丁目 91i1' 25号 旭日; (06)6441-8231

東 京 本 社 〒102-0071 取京都千代田区宮士見 2 T同15需10号 旬 隠 (03)3261-8231

支 社 名古屋 ・福岡

支 庖 札幌 ・仙台 ・新潟 ・大宮 ・千滋 ・繍浜 金沢 ・京仰 神戸 ・天理 ・岡山 ・

広島 ・両 紙 熊 本

営 業 所 帯広 ・函館 ・背森 ・秋田 ・盛 岡 前 僑 ・長野 ・静岡 ・鑑旧 ・博 ' 'tI山 ・

福井 ・徳山 ・松山 ・高知 ・北九州 ・鹿児島 ・那覇

出 張 所 旭 1'1 - 徳 島 ・川崎 ・松江 ・徳島 下関 ・長崎 ・大分 ー宮崎

海 外 支 庖 シンガポール ・ホンコン

技術研究所 〒354-0044 I青玉県入間郡三芳町大字北本井390帯地 電話 (0492) 58- 1511 

T  

l ・印 刷 " . ポスター、カタログパンフl nト ・筒 年鑑社' "

111私文字、 i lHl データ処哩

園メディア・11M S Pフラン= ンクコンヲルデインク.IT'.)I) . : 1ーション.

w，b及びメディアコンテンツ企画制作

｡ｾ よ上三 ρｰ
¥:J -'，' T 、'--- ¥;;7-

• ，、株式会社NPGーポレ - Ol 3; !

本 社 干日0・∞43 大阪市北区天満 1- 9- 19

¥el :( 邸内351-7271 ( 代) fax:  (06)  6352. 7479 

第二ピル 干臼ι ∞43 大阪市北区天満 ト11- 8

¥el :( 凶) 6351- 0128 ( 代) fax:( 侃) 6351- 020日

東 京 支 社 干105- l XXl 4東京都港区浜松町 1-2. 1

一光浜松町ピル7F

¥el :  (03)  3433-5211 (代) fax:  (03)  5776- 7733 

(旧社名ナニワ印刷側、 日本データネ γ ト側}
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クオリティ& コストパフォーマンス

三日芸37ム 雪P 口百回回

メタルシステム天井

内外装創作パネル・ シス テ ム 天 井 間 仕 切
本 社

大阪市北区西天満5T目3番7号 〒530-0047

TEL(06)6312-4131 FAX(06)6312-7998 

東京 ー九 州 南 九 州 名 古 屋 上 海
問書社オクシ:コー

C H OY O 

入方丸、る多彩なフィ- / レドで、

新しい限界に挑戦していますe

電気設備設計施工

朝 陽 電 気 株 式 会 社

代表取締役 山 本 貴 士

本 社 〒 5 3 0- 0 0 0 5 大阪市北区中之島三丁目 2 - 4 (朝 日ビル)

T E L  0 6 ( 6 3 8 5)  1  3 6 1  ( 代) F AX  0 6( 63 8 5)  1  0 5 0  

地球環境を守 り、100年建築に貢献する

N A C L  のアルミ表面処理

株式会社 日本電気化学工業所

ht t p: / / nacl j p E - mai l: s c @na c l. c oj p 

本部営業部 〒560-∞36 大阪府豊 中市蛍池西町2丁目 7番26号 NACLt ' ル2 階

T E L  (06)6843- 1235 ( 代) F AX  ( 06) 6853- 1632 

東京事務所 〒 ＱＱＱＭＰＰＵＱ 東京都台東区蔵前 Ｒ 丁目 Ｗ ＭＲ 東京 ｎａｃｌｴ Ｇ ｊｾ

T E L  ( 03) 3862- 0978 ( 代) F AX  (03)3862- 7098 

デンカC S Aファミリー製品

-子二J nCS A ( 膨張性混和村 ) コンクリー卜のひびわれ防止に

・子二 ｊｮ Ｇｬｾ，ヨニ ｊ Ｈ クラウト用 無収縮材 Ｉ 鉄骨ベース、逆打部の充噴モルタルに

・安二 ｊｮ 守 Ｓ ーテ・ ｊ Ｇｊｾ Ｈ品 一＿＿＿ Ｉ コンクリート躯体の漏水補修に
・子二J nES(土質安定用急硬材 ) 地盤補強用薬注入

・噴き二J nI I OOO(製品用超高度混和材 ) コンクリートパイルの早期出荷と

ノ、イモメント製造用に

電 気 化 学 工 業 株 式 会 社

近 畿 地 区 販 売 庖

金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

T E L 大阪 ( 06) 6 3 3 2 - 6 8 6 1  

T E L 東京 ( 03) 3 2 7 2 - 8 5 0 1  

光 洋 物 産 株 式

A

Q

玄
社

T E L 大阪 ( 06) 6 2 5 2 - 6 0 0 0  

浜 宗 産 業 株 式 会 社

T E L 本 社 ・京 都 ・京 丹 後 ( 0 7 7 2 ) 7 2 - 2 2 2 0  

舞 鶴 ( 0 7 7 3 ) 7 6 - 0 1 3 3  

小 浦 産 業 株 式 会 社

T E L 大阪 ( 06) 6 4 4 3 一

東 郷 化 成 株 式

A

Q

玄
社

T E L 滋賀 ・守山 ( 0 7 7 5) 8 3 - 2 3 8 1  

T E L  大阪 ( 0 6) 6 8 7 7 - 1 5 8 1  

36 



日本建築協会企画 ・販売
1917年 3 月に創設された日本建築協 以後、 創却萄年詑念事業として、その *  

出版図書一覧

会( 当時・関西} ! l 喋協会) は、すでに 11寺代の動きをとらえて単行本を出版し 購入希望者は、 (初日本週撲協会事務局

昭和初期には大[i &3 起亙で注宅問覧会や てL唱 。 (T EL 06- 6946- 6981、F A X06一

辺製誠泌会を開く 一方、当時は入手し 50周年、 60周年、 70周年、そして80周 6946- 6984) まで。

にくかった主醸の情報を図告の出坂と 年に、図告の出版が企画さ札現在も

日本建築協会創立70周年記念出版

L、う形で会員に樹共していた。

*  

住宅近代化への歩みと日本建築協会 19 年

A 4 判企画・発行. 日本建築協会 本体価絡1，500円

日本建築協会創立75周年記念出版

工高生デザインコンクール入選作品集 19畔

A 4判 企 画 ・発行 . 日本建築協会 本体価格2，000円

昭和生まれ関西の建築家50 1987年

A 4 判 企 画 ・発行 : 日本建築協会 本体側i絡1，500円

日本建築協会建築クラブ朝食会300回記念総演記録集

講演記録集 話 の は な し 凶97年

B 6判 5 分冊 企画 日本建築協会建築クラブ販売価格2，500円(税送料込み)

民間 (旧凶会) 迎合協定

工事請負契約約款 (平成19年 6 月改訂)

工事部負契約f!? - 仲裁合意fTF- 契約m使用上の留怠事項・建設工事に係る

資材の再資源化等に関する法律第13条および省令第4条に基づ く岱面

頒布単位・ 2 部 1単位 とする

価 i絡 ・1 単位700円( 税込) 送料は実質

日本建築協会事務局 (06- 6946- 6981) で販売

最 新 刊 平 成 叩 月 30 日発行

住宅エクステリアの100ポイント

( 計画 - 設剖 - 施工 メンテナンス)

成長するエ クステリア業界の技術者に求めら れる広範な知識 ・考え方

を、多数の写真と図を使って体系的に整理した初めての岱

箸 者 藤山 宏

A 5 半1) 232ペ ー ジ

定制Ili 2，500円+ 税

羽目i統して発行 ・販売さ れている出版物

は、以下のとおり。

日本建築協会創立60周年記念卒業「建築技術選役J姉妹筑- 四六判2色府1)イラス ト入

くプ口のノウハウ〉シリーズ

企画. 日本建築協会発行: 学芸出版社本体価格￥ 1，600- ￥2，700

衛生設備のトラブル50 建築の現場管理システム

建築叡備トラブル研究会 伊東貞夫

鉄筋工事 - 本音の現場学 糊コンクu- 卜I 軒先ックポイント1凹

荒川治徳 加賀秀治

建築と音のトラブル 建築基準法の性能規定を読みこ証すコツ

中川清ほか 高木任之

木造住宅監理の話 建築工事の祭式

山 田 修 日圭築工事の祭式J 編集委員会

第二版環境と共生する建築自のキーワード 飛躍する構造デサイン

大西正宣 渡辺邦夫

木造住宅のしくみ 閉版建築物の消防法を読みこ悶 コツ

在来工法の基本と応用 浅 野 平 八 東 敏 棒 高木任之

インテリアコーディネートのl凹ポイント ブ口が教えるキッチン設計のコツ

町田ひろ子監修/ 松本茂・村元俊子著 井上まるみ

木づくりの常識非常識 現場で学ぶ 住まいの雨仕舞い

上 村 武 玉水新吾

建築トラブルにみる常識非常識 住宅工クステりアのlα 〕ポイント

荒川治徳 藤 山 宏

第三版都市計画j去を読みこ在すコツ 第三版建築基準法を読みこなすコツ

高木任之 高木任之

日本建築協会創立70周年記念事業 ・B5判

、己己霊童仕圭羽土佐E

1き田守守苦ξ hJX

企画 ・日本建築協会 発行・ 学芸出版 社 本 体価格￥ 3，000- ￥4，000

水|こまつわるトラブルの事例・解決策

〈建築篇> r建築漏水J 編集餐員会

水! こまつわるトラフJl の事例' 解決策

〈般備篇> r設備漏水J 編集委員会

建築デザインのための構造計画

須賀好富

入門・建築積算

生島道春

建物の汚れ一トラブル事例と解決策 建物の結露一トラブル事例と解決策

「建物の汚れ」編集委員会 「建物の結露J 編集委員会
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スリム& シンプルに。
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E-SHAPE は、スリムな 5 5 mm見付で F i x 部から可動部にいたるまで統一。

設計者の想いを自由に表現できるシンプルなカーテンウ オールです。
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